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美濃加茂市は、 木'r"'r'川、 飛騨川が合流する1m けた盆地にあります。 占くから木り1川水連の港町とし

て、 また中山道などじ災街逍の宿場町として栄えてきました。 現在も、 岐阜• 名占屋 • 東濃·飛騨を

結ぶ交通の要所となっており、 鉄道や国追などの幹線交通路が集まっています。 忠まれた地理的環境

は、 旧石器時代から現代にがるまで、 連綿とした人々の牛泊をはぐくみ、 多くの遺跡となって残って

います。

野笹遺跡は、 一般I叶道248�J-道路改良＿じJi- に伴う発f/11! ,U刈介で、 木曽川の河J怜段I了：上に広がる縄文時

代から現代にかけての長い時代にわたる生祈の跡が次第に明らかになってきました。 平成8 ·9年度

の調査では、 縄文IIふ代から111w: にかけての集落跡が兄つかり、 特に古収時代後期の竪穴住屈跡は23州F

に及びました。V成11·12年度の調査では、 占Jt't時代の住屈跡4軒、 溝数条をはじめ多くの遺構と、

横穴式石室を持つ円珀1 },!,; が見つかりました。

このたびの調介では、 平成8 ·9年度に確認された、J梃を持つ中批の大溝の続きが見つかりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、 叫地の歴史{iJI:究の一 助となれば辛いです。

最後となりましたが、 発札耀Ii]在及び出土逍物のi-\X,:JIJ! ・報？むり作成にあたりまして、 多大な御支援・
御協力をいただいた閃係請機関並びに関係者名・位、 必濃）�II茂市教育委員会、 地Jじ地区の特様に深く感

謝巾し上げます。

平成16年3月

財団法人 岐阜県教育文化財団

Iり!'J i-1-f: L I .lt i台 男



例 ロ

1 本書は、 岐阜県美濃加茂市野笹町2T§ 字紙屋に所在する野笹遺跡（岐阜県遺跡番号21211-

08 845)の発掘調杏報告書である。

2 本調査は、 一般国道 248号道 路改良工事に伴うもので、 岐阜県基盤整備部可茂建設事務所から岐

阜県教育委員会が委託を受けた。 発掘調在及び整理作業は、 財団法人岐阜県教育文化財団文化財保

護センタ ー （平成14年度までは財団法人岐阜県文化財保護センタ ー ） が実施した。

3 発掘調査は、 平成14年度に、 整理作業は平成 15年度に実施した。

4 発掘調企及び整理作業の担当などは、 本書第 1章第2節に一括掲載した。
5 本書の執籠は、 第 1章と第3章は藤岡比呂志、 それ以外は近藤正枝が行った。 また編集は近藤が

行った。

6 発掘調査における地形測量• 空中写真測絨、 作業員屈川、 現場管理、 掘削などの業務と、 遺物の

洗浄・ 注記は、 大日コンサルタント株式会社に委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、 STUDIO SKYに委託して行った。

8 石器の実測・ 観察表作成・ 文章執筆は、 株式会社アルカに委託して行った。 結果は第4章中に掲

載した。

9 発掘調究及び報告書の作成 にあたって、 次の方々や諸機関から御指導• 御協力をいただいた。 記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略、 五十音順）

可児光生 千藤克彦 藤村俊 松岡千年 三島美奈子 渡辺t専人

美濃加茂市教育委員会 美濃加茂市野俯町2TD自治会

1 0  本文中の方位は、 国士座標第Vil系の座標北を示している。

11 土層及び土器類の色調は、 小山正忠• 竹原秀雄 199 8『新版 標準上色帖j (f3本色研事業株式会

社） による。

12 調査記録及び出士遺物は、 財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センタ ー で保管している。

凡例

1 出土遺物の実測の縮尺は、 石器が2/3、 1/3、 陶器・ 磁器が1/3である。

2 遺構の略号は下記のものを用いた。
柱穴• 小穴 P 自然流路 NR 

なお、 遺構番号は 1番から通番で付し、 調介時のものをそのまま使用している。
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はじめに

はじめに 1 

本報告書は、 既刊の『野統逍跡I』及び「野統遺跡II』の続編である。『野箭追跡I』で報告した

I [メ
．
．は、 遺跡の中央部にあたり、「野筒遣跡II』で報内したII[メ. IIl Iべは、 I区の北側に続く地区が

III [X.、 I区の南に続く地区がII[x: である。 本報内書で報告するW区はI区の西に続く地区で、 同 一 遺

跡内の 1 地点である。 したがって、 「遺跡の環境」については、 『野征遺跡I』の記述と収複するため、

詳細な記 述を避げることとする。 報；'i書名のロ ー マ数字:r · II · IJIは分冊を意味するもので、 I区～

町x: のように「区」を付した）jは、 追跡内の地、I訳を:F:. すものである。



2 第l章 調査の経緯

第1章 調在の経緯

第l節 調在にいたる経緯

当遺跡の発掘調査は、 岐阜県基盤整備部建設管理局可茂建設事務所による一般国道2 48号線道路改

良工事に伴うものである。 この道路建設予定地周辺は、 周知の遺跡（縄文時代）や古墳があり、 比較

的遺跡分布密度の高い地域である。 平成 7年度に岐阜県教育委員会 が道路予定地を試掘したところ、

遺跡を確認し、「野笹遺跡」と命名され、 当センタ ー が平成 8 -9年度にI区を、 平成11-12 年度に

II、 皿区の発掘調査を実施している。

一般国道2 48号道路改良工事の設計変更に伴い、 I区の南西部隣に道路工事予定地ができたため、

平成1 4年5 月1 日に試掘確認調在を行ったところ、 I区で確認した大溝(SR 1 )の延長部と、 溝、

土坑、 小穴などが見つかり、 遺跡が南西部に広がることを確認した。 これらの結果を踏まえて、 5 月

8 日に岐阜県可茂建設事務所・ 県教育委員会 社会 教育文化課• 財団法人岐阜県文化財保護センタ ー の

三者による平成1 4年度岐阜県埋蔵文化財発掘調介検討委員会を開催し、 本発掘が必要であると判断し、

当センタ ー が平成1 4年度に発掘調企を実施した。

第2節 発掘調介の経過と方法

1 調査期間

平成1 4年6 月2 48-8 月2 0 8

2 グリッド設定方法（第3図）

調査区内は、 I 区に隣り合うため、 I 区で使川した国土座標 (B 本測地系）に合わせ、 磁北を基準

として5 mX5 mの方形区画（グリッド）を設定した。 I区は一辺 8 mのグリッドであったが、 W区

は調在範囲が狭いため、 5 mのグリッドとし、 グリッド名称はW区単独での名称とした。 グリッド杭

の名称は北から南へ1 -6 、 東から西へA-Fとして、 グリッドの名称は北東杭で呼称することにし

た。

3 層序

詳細は第3章で述べるが、 遺物包含層を中心とする基本層序はI-III のロ ー マ数字、 遺構内の埋土
は算用数字で呼称することとした。

4 調査対象面積
500 rri  

5 調査の経過

6 月1 0 8に重機による表土掘削を行った。 手掘りによる遺構検出を行う途中で、 撹乱が広範囲にわ

たって確認できたため、 撹乱部分は重機で取り除いた。 その後、 遺構検出を手掘りで行うと同時に、
調査区壁面において層位の確認と記録を行った。 追構掘削を手掘りで行い記録をとった。 遺物は層位
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4 第l章 調在の経緯

別、 グリッド別に一括で取り上げ、 遺構出土遺物はト ー タ ルステ ー ションによって取り上げた。 遺構

掘削後に空中写真撮影による測量を行い、 01溝下の自然流路を掘削し、 遺物の取り上げを行った。 調

査の詳細については、 調介日誌抄として記述する。

6 遺物・ 調査記録の整理作業

平成15 年度に、 出土遺物・調査記録の整理作業を行った。 遺物の洗浄・ 注記ならびに土器の硬化剤

処理は現地で完了しているため、 これらの作業以降の段階から始めた。

7 発掘調査及び整理作業の体制

平成14 年度 平成 15 年度

理事長 服部卓郎 R比治男

副理事長兼事務局長 高橋宏之

副理事長 平光明彦

専務理事兼事務局長 成戸宏二

常務理事兼センタ ー 所長 福田安昭

常務理事兼経営部長 福田安昭

経営部次長兼経営課長 福田照行

経営課長 川瀬崇敏

調脊部長 武藤貞昭 武藤貞昭

調査部次長 片桐隆彦

担当調在課長 藤岡比呂志 高木徳彦

担当調査員 藤岡比呂志 近藤正枝

整理作業従事者 春H井典子 後藤悦子 野尻みどり

8 調登日誌抄

6月20H 基準点測献。 7月5 D 重機による撹乱除去作業終了。

6月21日 現場事務所設置。 7月8 1::1 逍構検出終了。01溝、堰検ll'r。

6 /J24B 調企範囲に安全柵設置。瀾在開始。 7月9 H 遺構掘削閲始、01溝の断割開始。

調介区墜面の整形、消掃。 15溝検出。

6月26日 附位確認、南東墜トレンチ掘削と調布。 7月11 A 01溝の断割終了、分層、記録。

地山面検柑。 7月16H 堰の精介。

6月28B 遺構包含層(II·Ill層）掘削、 7月181:1 上坑掘削。02·03溝、小穴検/]\。

遺構検出作業開始。 7月22[1 01溝の覆t精在開始。15溝断割。

7月2 H 南東競清掃、セクション図作成。 各務原市教育委貝会渡辺博人氏来訪。

7月3 R 南西睾消掃、セクション図作成。 7月25 II 01溝の覆土精介終f。02·03溝完掘。

重機による撹乱部分除去作業開始。 7月30H 空中写真撮影測最。

7月4日 北西壁清掃、セクション図作成。05溝検出。 7 JJ 311=1 自然流路精在開始。
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8月1 Li 北西壁断割開始。

8月 s n 自然流路精介終r 、 北西壁断割終 r 、

分層、 記録。

8月7 fl 美濃加茂市教行委員会可児光生氏来�)]。

8月8 fl 堰の石組除去後、 覆士精査。

8月9 11 美濃加茂市教委藤村俊氏来訪,.

8月13 LI 美濃市教有委員会三島美奈f氏来訪。

8月1411 遺構掘削終［

8月1911 平面実測終f。 調壺区最終全既撮影。

8月20 II 午前で現場作業終了。

午後、 岐阜県11J茂建設事務所へ引き渡し。

i 
I 

一' -----

Y:-11410 Y,-11405 
＇ x,-s22os 

- - X:-62215 

A3 

x,-62225 

AS 

゜ 10m 

(S=1/200) 

第3図 調査前地形測量図•試掘位置図・調査範囲図
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第2章 遺跡の環境

第1節 地理的環境

当遺跡は、 木曽川によって形成された河岸段丘Itri上に立地する。 この河岸段丘は、 高位段丘2 面、

中位段丘2面、 低位段丘5 面に区分される（詳細は『野笹遺跡I』参照）。 調査区は低位段丘の中で

も現河床からみて2 番Hに低い段丘上にある。 木曽illは上流から多くの砂をもたらすため、 砂が非常

に多く堆積している。 調査前は、 畑として利用されていた。

第2節 歴史的環境

これまで知られている美濃加茂市内の遺跡の多くは、 低位段丘上と中位段丘上にあたる加茂野台地

上に所在する。 しかし、 近年の開発に伴い、 高位段丘上で新たな遺跡が発見されてきている。 ここで

は、 当遺跡が所在する低位段丘上の遺跡を中心に紹介する。 ここで示した遺跡の範囲は、 野笹遺跡II

を転用している。 また、 文章も野笹遺跡IIを転川している。

旧石器時代

木曽川の対岸にある川合遺跡群（可児市） で、 ナイフ形石器などの遺物が出土している。

縄文時代

早期の押型文土器が、 牧野小山遺跡や冨田清友遺跡で確認されている。 牧野小山遺跡では、 早期～

晩期の遺物が確認されている。 主体となる時期は中期後半で、 大最の遺物や遺構が報告されている。

弥生 時代～古墳時代

尾崎遺跡、 牧野小山遺跡、 今遺跡で住居跡が検出されている。 後田遺跡では、 弥生 時代前期の遠賀

川式士器が出土している。 当遺跡に隣接する亀淵遺跡では、 弥生 時代後期～古墳時代初頭のパレスス

タ イル士器が出土している。 またニツ塚遺跡からは、 弥生 時代前期～中期の条痕文系土器が出土して

いる。

古墳は、 かつて後期の群集墳が市内の各地で知られていたようであるが、 耕作や市街化で消滅して

いる。 赤池古墳群は1-3号までが確認され『美濃加茂市史』にその記載がある。 赤池4 号古墳は発

掘調査され、 野笹遺跡IIに報告されている。 近くにニツ塚古墳がある。

古代 ・中世
古代寺院跡については、 瓦が採集され伝承が残る例もあるが、 いずれも正式な調査は行われていな

い。 中世の遺跡については、 調査例が少なく今後の調在が期待される。 I·III区で検出された堰と敷

石を伴う大溝は、 良好な資料と言える。



第2節 歴 史的環境 7

s o om :,oo , 0 0 0  , , oo  

(S=1 /25,000) 

l 尾崎辿跡 （弥生～中 111:l 14 島崎辿跡 （ 弥 生 ） 2 7  火塚古瑣 （ 占閉 ） 4 0  次郎兵衛塚古墳群 （古瑣）

2 一夜堀辿跡 （ 弥生） 15  川 合東辿跡群 （ 縄文 - if)、 '- IJ 28  亀淵追跡 ( •J{J; tl J 4 1  怜之脇追跡群 （縄文_ , , , ,,ト ）

3 火塚男塚造跡 （古り!) 16 本郷沿紛 （ 弥 生 ） 2 9  ((l. 淵古哨肝 （ 占り! ) 42 窮之I協古珀群 （ 古J-fi)

4 姫塚古墳 （古墳） 17 石坂辿跡 （ 弥 生 ） ;30 野節逍跡 （ 縄 文 ～近 世 ） 43 西野辿跡 （古墳）

5 元禅隆寺跡 （ 近 世 ） 1 8  仲迫 I廿l姐跡 （縄文 ～ 近 世） 3 1  赤池古項群 （ 古墳） 4 4  1 1 1 中 山追 （ 近 世 ）

6 深渡辿跡群 （縄文 ～ 弥生） 1 9  大塚山り1 ( 占瑣） 32 _: ツ 塚逍跡 （縄文 ～ 弥生） 45 今渡逍跡 （縄文 ～ 近JII:)

7 森 山 辿跡 （弥生） 20 大塚辿跡 （ 弥生） 33  ニ ツ 塚古瑣町 （ 古れ ） 46 今渡金星逍跡 （ 近 世 ）

8 長福辿跡 （弥生） 2 1  井口辿跡 （り加n 34 川 合西古打'\ 肝 ( , ' ,閉 ） 47 今渡渡船場の跡 （ 近 軋 ）

9 長福古墳群 （古瑣） 22 後 FH此跡 （ 弥 生 ） 3 5  川 合 西辿跡I抒 （縄文 ～ 弥'-t) 4 8  今渡下 、J:lll古墳 （古珀）

J O  今辿跡 （ 弥生 ～ 中 世） 23 中 窟辿跡 （縄文 ～ 弥l. t _ ) 36 末畑古珀 ( , 1 ,J-J't ) 49 I川 東 山 古瑣群 （ 占瑣）

1 1  小 山 観音北遺跡 （弥生） 24 裏迫 1/\J 追跡 （縄文～弥生） 37 川 合辿跡 （ 縄 文 ～ 占瑣） 50 · J·. IJ:I 袖補辿跡 （縄 文）

12 廻 Iii] 古墳群 （ 古墳） 25 神 明 党 占瑣 （ 占墳 ） 3 8  稲仙塚 占tj'[ 群 （ 古柑 ） 5 1  八幡古墳群 （古墳）

1 3  牧野小山遺跡 （縄文～ 古代） 26 塚弓 占11'[ ( 占墳 ） 3 9  コ ダマ塚 占lj'( ( , 1 ,tJ'\) 52 1 ·. 1 1 1 定安辿跡 （ 占梢 ）

第4図 周 辺の遺跡分布図
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第 3 章 基本層序

基本層序 はI区の南側と同 じ である。 「 野罹 遺跡I」で述べられているI、 II層 の2層 が確認でき

る。

I層 ： 暗褐色、 黒褐色 砂 質 土 耕作上

表士で、 撹乱 をか なり受け てお り、 場 所によって堆積状況 が異 なる。

II層 ： 黒褐色 砂質 土

遺物包含層 である。 遺構は、 II層直 下 か ら掘り込 まれている。 I区では1I 層直下 は中世後半以

降の遺構検 出面である。

III 層 ： 明黄褐色 砂

地山 である。 野笹遺跡IではW層 にあたる。 調在区の南 半分には地山 中にレンズ状 に礫 層 が分

布 し てお り、 05溝 · 15溝の底 部に礫 が一 面に広がっている。 I区の皿層 は局所的にのみ存在す

るもので、 W区では確認されていない。
I も,J,; , ,  ← "'的 '-
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第5図 遺構全体図 (S=1 /200)



(I )四壁断面 (01 溝、 堰、 目然流路、 1 4溝）

14溝

ひ

I · a  

-,�-' ,, 一"
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‘ ‘‘ 

麟
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/
 

/
 ---

--
- ----�------

I 
耕作土 I ・ a 10YR3/3 玲褐
tH作土 I · c  10YR3/2 愚褐

ll 10YR1/3 暗褐
町 10YR3/2 fl/. 梗

14溝 ([) 10YR3/2 黒褐
01i貴 (i) 10YR3/2 燃褐

(ll 2.5Y5/1 黄灰
NR (31 2.5Y3/2 黒渇

（●） 10YR4/1 褐灰
(51 1 OYR2/1 /!I 

1
10YR2/2 

(G) - 昂褐 シル ト 南 (10YR2/2黒褐） か ら 北 (2.5Y4/1 賀灰） に向けて漸次細砂粒の量を増す，

2.5Y5/1 
2.5Y4/2 

黄

灰 細砂 燦褐色 シ ル ト との渭土。 4)に比ぺ貨e味を帯びる ， 部分的に細砂粒がレ ン ズ状に堆積。

2.5Y5/2 隈灰寅 砂 粒子が粗い。 黒褐色シ ル ト がわずかに浪入。 径1 cm以下の小礫をJii状に含む，

10YR3/1 黒褐 シ ル ト 111砂粒が斑状に混入。

2.5Y4/2 黄灰 砂 点褐aシル トとの湛土， '•)に比べ貸色味を喘びる ，

2.5Y4/1 演灰 細砂 燐褐色シル ト がわすかに混入。

径3cm大の小礫Iii。

少 し 氣ずむ貨灰色 (2.5Y4/1 ) 砂粒が帯状に堆積。

下部に至る ほど砂が細か く な る．

極め て柑い砂Iii中に径5cm大の礫を 多量に含む。

表土
耕作土
枡作土 現代の虎棄物を含む 。

シ ル ト 均質の妙粒を含む。 炭化物IIII粒をまばら に含む。 し 夜 I/ あ り 、 粘性聞い。

シ ル ト 均質の砂粒を含む0 地山土を斑に含む。 し ま り あ り 、 粘性翁い，

シ ル ト 細砂粒 (2.5Y5/2) が混入、 細砂粒が レ ンズ状に堆積。

シ ル ト 細砂粒が均質に混入。

細砂 (1)が極わずかに混入．

シル ト 111砂粒が混入。 部分的に細砂粒がレンス’状に堆4員n

細砂 (J)との混土。 部分的に1111砂粒が レ ン ス＇状に堆積。

ン ル ト 細砂粒が浪入。 部分的に1111砂粒がレンス＇状に堆積b
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耕作土 ! - a  10YR3/3 陪褐
耕作土 I • c 10YR3/2 Iii\出 現代の既棄物を含む 。

U 10YR1/3 暗褐 シル ト 均質の砂粒を含む。 炭化物細粒を ま ば らに含む， し ま り あ り 、 粘性聞い。
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③南壁断面 (07土坑）

ー

① ② - _ , - - '7.:'
ー ，

十耕作土 I - a 1 0YR3/3 暗褐
耕作土 I - b  1 0YR3/2 黒褐
耕作土 I - c 1 0YR3/2 黒褐

直 - b 1 0YR3/3 暗褐
シ ル ト 07土坑 ① 1 0YR3/3 暗褐

② 1 0YR4/2 灰黄褐
③ 5Y4/2 灰オ リ ー ブ
撹乱

均質の砂粒 を 含 む 。 し ま り や や あ り 、 粘性弱い 。
暗褐色土に地山が斑状 に 混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
地山土を主体 と し 暗褐色土 を 少量含む。 し ま り や や あ り 、 粘性弱い 。
現代の廃棄物、 ピニ ー ル片等 を 含 む 。

地 山 と 混 じ る 。 褐鉄鉱 を 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。

③南壁断面 (08土坑）

皿!!).'\� _Lご
� ,-' "" ' "" ' ..  , JI. ● " )I ' I - a  

1 - c  

08土坑 ① 1 0YR3/3 暗褐
② 1 0YR3/2 黒褐
③ 1 0YR3/3 暗褐
④ 1 0YR3/2 黒褐
⑤ 1 0YR4/2 灰黄褐
粘土 5Y7/1 灰白

地山土が斑状に混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 し ま り やや あ り 、 粘性弱い 。
1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 地山土を ま ぱ ら に含む。
1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 地山土を斑状に含む。 し ま り や や あ り 、 粘性や や あ り 。
暗褐色土 と 地山土が混在、 2-3cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 し ま り や や あ り 、 粘性や や あ り 。

④東壁断面 (02 · 03溝）

在
1 - c  
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2
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現代の廃棄物 を 含 む 。
シ ル ト 均質の砂粒 を 含む 。 炭化物細粒 を ま ば ら に 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
シ ル ト 均質の砂粒 を 含む 。 地山土を斑に含む。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
シ ル ト 均質の砂粒 を 多 く 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
シ ル ト 地 山 と の漸移層 。 地山土が混在、 褐鉄鉱 を 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
シ ル ト 均質の砂粒 を 含 む 。 地山土、 褐鉄鉱を斑に含む。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
シ ル ト 均質の砂粒 を 含む 。 地山土、 褐鉄鉱を斑に含む。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
シ ル ト 幅数mm、 長 さ 5cm程度の レ ン ズ状に地山土がわずかに堆積。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
シ ル ト 地山土を斑状に①よ り 若干多 く 含む。 し ま り や や あ り 、 粘性弱い。

1 5溝 ① 1 0VR4/2 灰黄褐 シ ル ト 地山土 と 微粒状の褐鉄鉱 を 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い。
② 1 0VR5/2 灰黄褐 地山土を含む割合が①よ り 多 い 。 し ま り あ り 、 粘性弱い。

゜ 2m 

(8=1 /50)  

第7図 基本層序 (2)
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第 4 章 遺構 と 遺物

第 1 節 遺構 ・ 遺物 の 概要

包含層 出土の遺物は層位、 グリッドご とに一括で取り上げ、 遺構出土の遺物はト ー タ ルステ ー ショ

ンによって取り上げている。 土器は縄文土器、 弥 生 土器、 上師 器、 須恵 器、 山茶碗 、 中 近世陶磁器と

時期幅 広く出士 しているが、 遺構から出土した遺物は15枇紀 のものが一 番 新しく、 遺構の時期と考 え

る。 15 世紀 以外の遺構から出土 した遺物は、 溝をつくった際 にかきまわされ ているものと思 われ る。

石器は縄文～弥生 時代の石鏃 ・フレイ ク • 石核 ・打製 石斧 、 弥 生 時代中 期の石庖丁 など が出土してい

る。 打製石斧 と石庖丁 以外の石材 はほ とん ど下呂 石である。 下呂 石の原石 は拳 大 より小 さい円 礫 で、

石鏃 をつくるためのものと思 われ る。 下呂 石は近くの木曽 川から採 取したものと思 われ る。

当遺跡のI ·II · 皿区 からは縄文時代、 弥生 時代の住居跡が確認され ているが、 W区 では検 出され

ていない。 本報告 書では、 遺構出士 の遺物と包含層 出土の遺物を分け て掲載する。

表 1 時期区分 （ 「野笹遺跡 I 』 第 1 表転用 ）

区分 I 区 翡 翡 時期 土器型式 に よ る 細分

1 期 ゜ 縄文時代 中期末 咲J:ff1 ・ 醍醐 I 船元 ・ 里木V 賀 曽 利E ll

2 期 ◎ 縄文時代 中期末 咲畑 • 醍醐 II 賀 曽 利E III

3 期 ◎ ゜ 縄文時代 中 期 末 咲畑 ・ 醍醐 III 賀 曽利EN

4 期 ゜ 縄文時代後期 称名寺～ 賀 曽 利B 、 福田K II -縁帯文系

5 期 ゜ ゜ 縄文時代晩期 馬 見塚

゜ 弥生時代前期前葉初頭 樫王

6 期 ゜ ゜ 弥生時代前期 水神平

7 期 ◎ ゜ 弥牛時代 中 期前葉 朝 13

8 期 ゜ 弥生時代 中 期 中 葉 貝 田 町

9 期 弥生時代中期後葉 高蔵

10期 ◎ ゜ 弥生時代後期 山 巾

1 1 期 ◎ ゜ 弥生時代末～古墳時代初頭 欠 山 ・ 廻 IIり I

12期 ◎ 古墳時代前期

13期 ◎ ゜ 古墳時代後期
14期 ◎ ゜ 占代

15期 ◎ ゜ ゜ 中 世前期 山 茶碗第 3 - 6 型式 (12- 13世紀前半）

16期 ◎ ゜ ゜ 中世後期 山 茶碗第 7 - l l型式 (13世紀後半- 15世紀）

17期 ◎ ゜ ゜ 近世 瀬戸美濃連房

I 区 の◎ は遺構 ・遺物の確認 を、 I 区 のO は遺物のみ の確認を示す。
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第2節 遺構と 遺物

01 溝 （ 第 8 • 1 0 • 1 1 図 ）

2B ·C、 3 A-D に位置 する。 01溝は東西 方 向 に長 く、 西 に傾斜 し ている。 調査区 の中 では一 番低

いところに位置 する。 l , 2層 が溝の埋土で3-6 層 が自 然流路 である。 この溝は自 然流路 を利用し

てつくられ ているよう である。 3 層 からの出土遺物は2 層 出土のものに類似 し、 土師器 、 石器 が多 量

に出土し ている。 また、 1層 と3層 出土の須恵器 が接合し ている。 こ れ らのことから、 下 層 に遺構が

あった か、 北からの流れ込 みである可能性 が高い。

この溝はI 区 で検 出され た 北東 方 向 に伸 びる大溝につながる。 出土 遺物から12 -13世紀 の遺構と思

われ る。 I 区 で検 出し た ものは、 幅 9 -lOm、 深 さ 約 0.5m で、 断面形 は浅 い播 鉢状 をし ている。 W

区 で検 出した ものは、 撹乱を受け てお り、 上場 は南 西 隅 でのみ確認され ている。 また、 この南 西 隅

(D 3) からは土師器 や石器 などが集中 し て出土し てお り、 流 れ のよどみ部分か、 遺構であった 可能

性 がある。 こ の溝の幅 は7 -S m、 深 さは0.25 mである。 また 、 I 区で確認され た堰と同 じ 遺構を伴

い、 溝の南 に 平 行する細い溝を検 出し ているが、 撹乱 を受け ているた め導水施設の詳細は確認できな

い。 更 にI 区 では、 溝の底 から敷石 遺構を確認しているが、 W 区 では検 出し ていない。

掲 載 遺物は、 縄文 時代中 期 ( 1·2)、 弥生 時代前 期前葉 ( 3-13) 、 弥生 時代前期 ( 14 -16)、 弥

生 時代前期～中 期の胴 部破片 ( 17 -26)、 弥生 時代中 期前葉 (27 -35)、 弥生 時代後期 (36)、 弥生 時

代末 ～古墳時代初頭 (37 -39)、 古 墳時代前期 (4 0)の土器、 古墳時代7 世紀以 前の土師器 (4 1-49) 、

7 世紀以降の土師器 (5 0-54)、 7 世紀 の須恵器 (55 -60)、 8 世紀 の須恵器 (61-63)、 12 -13世紀

の山茶碗 (64 -7 1)、 14 -15世紀 の山茶碗 (72)である。

堰 （ 第 9 図 ）

01溝の東壁付 近2·3B で検 出し た 。 堰の構築 面は 2層底 部である。 北側 は調査区外 へ続 く。 堰は

4 0cm大 の川原石 を上下 2段 に積ん だ2列 の石組 みで、 幅 1-1.5m、 長 さ6.5m である。 大型 の石が01

溝と直 交 する方向 に配 石され てお り、 平 面形 は中 央 部が下流 に下 がった 「 く」 の字型 をし ている。 I

区の堰に 見 られ るよう な、 木 の板等 を川原 石の下 に 渡 すよう な付随施設の痕跡は検 出できなかったが、

01溝の南 にある14溝は01溝に平 行するよう である。 堰の南端 でご くわずかだが炭化物が見 られ 、 石組

みの中 に は被熱 し た 石も見 られ る。 被熱 した 石の周囲は被熱 し ていないことから、 石組 みを構築 し た

際 に 被熱 し た 石 が紛れ込 ん だ 可能性 が高い。

自 然流路 ( N R ) ( 第 8 • 1 2図 ）

01溝の下 から検 出され、 深 さは1.5m ほ どある。 埋土は3-6 層 で、 遺物のほ とん どは3層 から出

土し ている。 6 層直 上からも土師器等 が数点 出土し ている。

掲載 遺物は、 縄 文時代 中 期 (73)、 縄 文時代 後期 (74 ·75)、 縄 文時代 晩 期 (76 -78)、 弥生時代 前
期前葉 (79 ·8 0)、 弥生 時代 中 期前 葉 (8 1 )、 弥生 時 代前期～中 期の胴 部破片 (82 -86)、 弥生 時代 前

期 (87 ·88)、 弥生 時代 中 期前葉 (89 ·9 0)、 弥生 時代 中 期 (9 1 )、 弥生 時代 中 期～後期初頭 (92 ·93)

の土器、 古墳時代 7 世紀以 前の土師器 (94)、 7 世紀 の須恵器 (95 -99)、 8 世紀 の須恵器 ooo) 、 12

-13世紀 の山茶碗 ( 1 01·1 02)である。
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南北 ト レ ン チ 西壁断面 (01 溝 、 NR)

A 
7J..,!!m ①

 
A

' 

7竿

01 溝 ① 1 0YR3/2 黒褐 シ ル ト 細砂粒が均質に混入。
② 2.5Y5/1 黄灰 細砂 ①が極わずかに混入。

NA ③ 2.5Y3/2 黒褐 シ ル ト 細砂粒が混入す る 。 部分的に細砂粒が レ ン ズ状に堆積。
④ 1 0YR4/1 褐灰 砂 ③ と の混土。 部分的 に 細砂粒 が レ ン ズ状に堆積。
⑤ 1 0YR2/1 黒 シ ル ト 細砂粒が混入 す る 。 部分的 に細砂粒が レ ン ズ状に堆積。
⑤層 以下は 台風時に壁崩落の ため記録な し 。 ゜ 2m 

(5=1 /50) 

第8図 01 溝 、 NR 平面図 • 断面図
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被熱石
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 亭 B
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① 1 0YR2J2 黒褐 シ ル ト 均質な砂粒を含む。 し ま り あ り ｀ 粘性弱い。

② 2.SYS/2 暗灰黄 砂 黒褐色土徴粒 を 少量含む 。 し ま り あ り 、 粘性な し 。

③ 2.5Y3/2 黒褐 シ ル ト 細砂粒が混入す る 。

④ 1 0YR4/1 褐灰 細砂 ③と の混土。

2m 

(S=1 /40) 

第9図 堰 平面図 • 断面図
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(S=1 /3) 

第1 3図 1 4溝 、 02溝 出 土遺物
1 4溝 （ 第 7 • 8 •  1 3図 ）

4 D に位置 し、 自然流路虹 上 で検/JI している。 調介 区の西側 へ続 く。 上面 は削 平されている。 01溝

の南側 で検出したため、 01溝に平行する導水施設で ある可能性 が高い。 東側 は撹乱 を 受け ており、 I 

区のSRI の付施設SW I-N と は連続 しないが、 同 じ性格 のもので取水 のための溝であると 考えられる。

幅 1.4m、 深 さ0.1 8 mで、 自 然流路を 切 っている。 出土 遺物は12世紀 中頃 の山茶碗 ( 1 03� 1 05) 、 14� 15

世紀 の山茶碗 ( 1 06) 、 士師器 、 縄文土器等 である。

02溝 （第1 3 • 1 4図 ）

4 B 、 5 A · B に位置 し、 地山直 上で検出した。 幅 0. 26m、 深 さ0. 08 mで、 東側 は調査 区外に続 く。

05溝に平行しているため、 時期が阿 じである可能性 が高い。 14 -15枇紀 の山茶碗 が出土 している。

03溝 （ 第1 4図 ）

5 B · C 、 4 C · D に位置 し、 地山直 上で検出した。 幅 0.43m、 深 さ0. 08 mで、 東側 は調査 区外に続 く。

遺物は出上 していないが、 05溝に平行しているた め、 時期が同 じであ る可能性 が高い。

1 5溝 （ 第1 4-1 7 図 ）

5 B�D 、 6 B · C に位置 する。 A - A' のあたりから05溝に切 られて自 然消滅してお り、 05溝より

も浅 い。 残存部 で幅 1.5m、 長さ12 m、 深さ0. 15mである。 地山の礫 のほ と ん どが被熱 し、 煤 が付 着 し

ている。 被熱礫 は散 在している。 05溝に切 られている部 分には礫 も残存 しない。

出士遺物か ら15溝は15ilt紀 ご ろのもので、 05溝と は時期差 がほ と ん どないと 考 えられる。 掲載 遺物

は、 弥生 時代前 期の士器 ( 1 07) 、 8 冊紀 の須恵器 oos� 11 0) 、 I火釉 陶 器 ( 111) 、 12� 13世紀 の山茶

碗 ( 112� 116)、 14� 15世紀 の山茶碗 ( 117� 130) 、 時期不 明 国 産 白 磁碗 ( 131) 、 古瀬戸 ( 132� 143) 、

15世紀前 半の陶器 ( 132 · 133)、 15世紀 後半の陶器 ( 136� 14 0) 、 17 世紀 の天 目 茶碗 ( 144) である。

05溝 （第1 4 • 1 8図 ）

5 C -F、 4 D · E に位置 する。 北西ガ向 と南東 方 向 の調査 区外に続 いていくC I� 闊 2.4m、 深さ0.3mで、

北西 方 向 に傾斜 する。 地山は拳大の礫 が自 然堆積 する礫層 で、 礫 が遺構全 面に敷 かれているように見

える。 礫 の推積状況 は、 溝の北側 半分に拳 大 以 下の小形 の石が密にみ られ、 南側 平 分には 人頭大の川

原 石がある。 南 東 隅 はIII層 中か ら検出しはじめたが、 中央付 近から北 西 方 向 は地山で検出した。 B -
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① 1 0YR3/2 黒褐 シ ル ト 均質の砂粒 を 含む 。 地 山 土 を 斑 に 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い
② 1 0YR3/2 黒褐 シ ル ト 幅数mm、 長 さ 5cm程度の レ ン ズ状 に 地 山 土 が わ ずかに堆積。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
③ 1 0YR3/3 暗褐 シル ト 地 山 土 を 斑状 に①よ り 若干多 く 含 む 。 し ま り や や あ り 、 粘性弱い 。
④ 1 0YR4/2 灰黄褐 シ ル ト 地山土 と 微粒状の褐鉄鉱 を 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。

① 1 0YR3/2 黒褐 シ ル ト 均質の砂粒 を 含 む 。 地 山 土 を 斑 に 含 む 。 し ま り あ り 、 粘性弱い
② 1 0YR3/2 黒褐 シ ル ト 幅数mm、 長 さ 5cm程度の レ ン ズ状 に 地 山 土 が わ ず か に 堆積 。 し ま り あ り ｀ 粘性弱い 。
③ 1 0YR3/3 暗褐 シ ル ト 暗褐色 シ ル ト 中 に地山砂粒が混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
④ 1 0YR4/2 灰黄褐 シ ル ト 地 山 土 と 微粒状の褐鉄鉱 を 含 む 。 し ま り あ り ｀ 粘性弱い 。

゜ 2m 

(S=1 /20) 

第1 4図 05 • 1 5溝 平面図 • 断面図
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第2節 遺構 と 遺物 23

／
 

i
.

 
，

 

叶
籍訓

\ I 二二� 1 43゜ 1 0cm 

第1 7図 1 5溝 出土遺物②
(5=1 /3)  

表2 遺構一覧

遺構名 グ リ ッ ド 長 さ (m) 幅 ( m) 深 さ (m) 時 期 出 土遺物 備 考

1 01溝 2B · C、 3A-D ( 13 .  0) 9. 60 0 . 50 12-13世紀 縄
恵
文土器、 弥生土器、 土師器、 石器、 NR を 利用 し て つ く る 。須 器、 山茶碗、 中世淘器

2 堰 2 · 3B (6 .  5) I. 5-3. 0 0 . 50 12-13泄紀 01構に直交。 01構(J)l · 2層 に構英」

3 NR 2B · C、 3A-D ( 13 .  O) 10 .  00 1. 80 7 世紀 縄文土器、 茶弥生土器、 土師器、 石器、 01溝 の 下 か ら 検出 。須恵器、 山 碗、 中世掏器

4 14溝 4D (2 .  7) 1. 40 0 . 18  12-13世紀 縄文土器、 茶弥生土器、 土師器、 石器、 01溝 に 平行。須恵器、 山 碗、 中世陶器

5 02溝 4B、 5A · B 5 . 5 0. 26 0 . 08 15世紀 山茶碗、 縄文土器、 土師器 05溝 に 平行。

6 03溝 5B · C、 4C · D 13 . 2 0. 43 0 . 08 1 5世紀 05溝 に 平行。

7 1 5溝 5B-D、 6B · C ( 1 1 .  5 )  1 .  50 0 . 30 15世紀 縄
須

文土器、 弥茶生土器、 土
器
師器、 石器、 05溝 に 切 ら れ る 。恵器、 山 碗、 中世陶

8 05溝 SC-F、 4D · E ( 16 .  5 )  3 . 60 0 . 40 1 5世紀 縄文
恵

土器、 弥生土器、 土師器、 石器、 15溝 を 切 る 。須 器、 山茶碗、 中世陶器

9 07土坑 5D 2 . 10 ( 1 .  0) 0 . 50 近世 士師器、 石器 15溝 を 切 る 。

10 08土坑 5E 1. 70 ( 1 .  3) 0 . 50 近世 出土遺物無し。 05溝 を 切 る 。 底部 に粘土版。

1 1  09 小穴 4B 0. 30 0. 22  0 . 03 近世以降

12  10 小穴 4 · 5C 0. 28 0. 28 0 . 06 近世以降

13  1 2 小穴 5B 0. 22 0. 22 0 . 1 5  近世以降 03溝 を 切 る 。
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＼ 
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� 

， 粘土

耕作土 I - a 1 0YR3/3 暗褐
耕作土 I - c 1 0YR3/2 黒褐 現代の廃棄 物 を 含 む 。

① 1 0YR3/3 暗褐 地山土が斑状に混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
② 1 0YR3/2 黒褐 1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 し ま り やや あ り 、 粘性弱い 。
③ 1 0YR3/3 暗褐 1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 地 山土 を ま ば ら に 含 む 。
④ 1 0YR3/2 黒褐 1 cm大の小礫 を ま ば ら に 含 む 。 地 山 土 を 斑状 に 含 む 。 し ま り や や あ り 、 粘性や や あ り 。
⑤ 1 0YR4/2 灰黄褐 暗褐色土と地山土が混在、 2-3cm大の小礫をまばらに含む。 しまりややあり 、 粘性ややあり。
粘土 5Y7/2 灰 白

I - a  

耕作土 I - a 1 0YR3/3 暗褐
耕作土 ! - c 1 0YR3/2 黒褐 現代の廃棄物 を 含 む 。

① 1 0YR3/3 暗褐 均質の砂粒 を 含 む し ま り やや あ り 、 粘性弱い 。
② 1 0YR4/2 灰黄褐 暗褐色土 に 地 山 が斑状に混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。
③ 5Y4/2 灰 オ リ ー ブ 地山 土 を 主体 と し 暗褐色土 を 少 量 含 む 。 し ま り やや あ り 、 粘性弱 い 。
撹乱 現代の廃棄物、 ビニ ー ル片等 を 含 む 。

゜ 2m 

(S=1 /40) 

71 .9, 
I - a  

1 - c 

08土坑

＼
 

71 .9m 

第1 9図 07土坑 、 08土坑 平面図 • 断面 図
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B ' と東様 の断面から溝が切 り合っ ていることを確認した。 や や 浅 い15溝を切 っ て05溝がつ くられ て

いる。

出士遺物は14 -15 世紀 の山 茶碗 (15 0-17 0)が多く出士している。 この他 に は11世紀 後半-12 世紀

初頭の山 茶碗 (148 · 149)、 12 -13 世紀 の山 茶碗、 土師器1IIl (172 · 173)、 古瀬戸 (174 -178)、 常滑、

須恵器、 灰釉 陶 器 (146· 147)、 7 世紀 の士師器 (145)、 縄文土器等 がある。 出士遺物から05溝は15溝

と時 期差 がほ とん どなく、 15 世紀 の遺構と思 われ る。 少数だ が05溝から17 世紀 の遺物が出土している。

1 層 から出土した17 1は、 14 世紀 の龍泉 窯 系の青磁盤 で、 野笹 I の1 054 (表 採） と、 野笹IIの328

(ld 出士） は同 一個体 の可能性 が高く出土位置 も近い。

07土坑 （第1 9図 ）

5 D に位置 し、 調査 区南側 に 続 く。 調在区の中では一番標 高が高い所に位置 する。 地山 面で検 出し

ているが、 地山 は耕作 で削 平 され ている。 断面中央 の撹乱に は現代 の廃棄物が混入 している。 15溝を

切 っ てお り、 08上坑 と性格 が類似 しているため、 17 世紀 以降のものと考 える。 埋土は3層 に 分層 され、

下層 に いくに したがっ て地山 の砂が混 じ る。

遺物は 1 · 2層 から縄文土器、 士師器、 フ レ イ ク 、 石鏃 が出土している。

08土坑 （第1 9図 ）
5 E に 位置 する。 調在区の南側 に 続 く。 07 土坑 と同 様 に 耕作 で削 平 され ている。 底 部に は l m X

0.7 mの範囲で厚 さ3c mの粘 土が版状 に貼 ってある。 遺物は出士していない。 05溝を切 っ ているため17

恨紀 以降のものと考 える。

09 ・ 1 0 • 1 2小穴 （ 第 6 • 1 4図 ）

09小穴 は4 B、 1 0小穴 は4 · 5 C 、 12小穴 は5 B に位置 する。 これ らの小穴 は大 きさや 深 さが類似 す

ることからほ ぼ同 時 期のものと考 えられ るが、 12小穴 が03溝を切 っていることから近世以降の新 しい

時 期のものと思 われ る。

09小穴 1 0小穴 1 2小穴

ロー \ _ �〗
＼

 

I
I

 

□)
― 

71 .4m � 
71 .4m �

-

-CV 三
① 1 0YR3/3 暗褐 シ ル ト

地山砂粒が若干混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。

① 1 0YR3/3 暗褐 シ ル ト

地 山砂粒が若干混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。 ゜
① 1 0YR3/3 暗褐 シ ル ト

地 山 砂粒が若干混 じ る 。 し ま り あ り 、 粘性弱い 。

1 m  

(S=1/20) 

第20図 P09、 P1 0 、 P1 2 平面図 • 断面図
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第 3 節 蝕含層 出 士遺物

位含層 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 破片数の 多 い も の か ら 、 縄文時代 中 期 の 土器 (180 · 181 ) 、 縄文時代

晩期 の 土器、 14- 15i!l:紀の 山茶碗、 土師器 (192- 196) 、 弥生時代前 期 ～ 中 期 の 士器 ( 183- 190) 、 6 

- 8 世紀の須恵器 (197-202) 、 陶器 (205 · 206) 、 土 師器皿等 で あ る 。 輸人磁器は 2 点 出 土 し て お り 、

204 は 12戦紀 の 同安窯系青磁碗 で あ る 。 194の 土師器鉢は輪積み痕が残 り 器壁 も 厚 い 。 縄文土器、 弥生

土器、 須恵器の量 は01溝 • 自 然流路 に 次 い で多 く 出 土 し て お り 、 当 調 在 区 で は 遺構 は検出 さ れて い な

い が、 北 か ら の流れ込みか、 中 世以 降 の 撹乱 に あ っ た 可能性が考 え ら れ る 。
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野笹遺跡の剥片石器群 に つ い て
1 .  はじ めに
①属性表に ついて

石器の属性表 は石器の記述 の基本となる台帳で ある。 こ の属性表 を分析 するこ とで 、 野笹遺跡の石

材 · 器種 ・ 剥 離技術 の関係 を明 らか に で きる。

本稿で は図化対象 とし た石器に ついて属性表 を作成し 、 ク ロス 集計 を行う こ とで属性 間 の有意な結 びつ

きを明 らかに する手順 をとる。 属性表 の項 目 で特 に 石器の製 作技術 に 関係 のある項 目 は次 の通 りで ある。

刃 部属 性 ： 刃 部の剥 離技術 の種類か もし くは使用痕 の有無 を記入 。

形態 形成加工 ： 石器の形態 を形づ くる際 の剥 離技術 の種類 を記入 。

剥 片 剥 離技術 ： 剥 片 石器の素材剥 片 の剥 離技術 の種類 を記人 。

素材剥 片 形態 ： 剥 片 石器の素材 の種類 を記入 。 石核 の場 合、 こ の欄 は剥 離 され た剥 片 の種類 を記入 。

原 石の種類 ： 角 礫 ・ 亜 角 礫 • 亜 円 礫 • 円 礫 のいずれ に 原 石が相当するのか を記入 。

② 出士状態 と分析 の方針 の決定

今回 の調介 分で 出上 し た野笹遺跡の石器群は、 中憔 ・ 近世の遺物とともに 出土し たものが殆 どで あ

り、 中世・ 近世時代 に より攪乱 され た層 に含 まれ ていた石器で ある。 こ のため、 時期 の判明 する良好

な出士状態 の石器群は認められなか った。 中に は磨製 石庖 丁 のよう に 明 らか に 弥生 時代 の石器が含 ま

れ ているが 、 その他 の石器は縄 文・ 弥生 の石器が混在し ているよう で ある。 ただ し 、 混在し ている下

呂 石製 の石器群の中に 、 過去 分析 し た剥 離技術 とデザ イ ンのデ ー タ より数 点は時期 の推定が 可能な石

器が認められ た。 し たが って、 まず下呂 石製 の剥 片 石器群に ついては剥 離技術 の記述 を中心 に 分析 を

行った。 その他 の石器に ついては器種 ご とに 所見 を加 え た。 なお、 磨 製 石庖 丁 に ついては 、 使用痕 分

析 を行い、 石庖T が実際 に 使用され たもので あるこ とを確認し ている（使用痕 分析P42 を参照）。

③ 石材 の概 要

野笹遺跡は剥 片 石器の素材が 多く、 石鏃 • 石錐等小形の剥 片 石器に ついては下呂 石が大 多数で 、 わ

ずか に 黒 曜 石とチ ャ ー ト製 を含 む 。 打製 石斧 は合計2 0点出土し ており、 ホ ルンフ ェ ルス 製 ・ 泥岩 製 で

ある。 打製 石斧 は遺跡内で未 成品 が認められ ず遺跡外か ら持 ち 込 まれ ていると考 え られ る。 他 に 粘板

岩 ・ 泥岩製 の磨製 石庖丁 • 大型直縁刃 石器等が 出士し ている。

以下 に 、 まず野笹遺跡の石材 ご との石器製 作作業 の概 要をまとめてみ た。

表3 石材別石器製作作業概要

石材 量 石核 術迎l片剥離技 石
の

核程消度費

搬
大星人母資岩料 下呂石 多 卵大 の 円礫 H

H
v
D

D有中り心 低い

搬
少量

入
母資料岩 チ ャ ー ト 極少 不明 不明 不 明

搬少量
入

母資料岩 黒曜石 極少 3cm程度の亜角礫 作業 な し

完成料品搬 ホ ル ン 7 ェルス ・
少 な し 作業 な し入資 泥岩

完成料品搬
入資 粘

岩
板岩 · 泥 極少 な し 作業 な し

完成品搬入資料 ： 遺跡内での石器製作行為 の認め ら れな い搬入 さ れた石器。
作業 な し ： 遺跡内での剥片剥離作業の行為が認め ら れな い状態。

製作 さ れ る 石器

石削鏃 • 尖頭器状石器 ·
器等

石鏃 ・ 削器

使用痕剥片

打製石斧

磨製石
器

包丁 • 大型直縁
刃石
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2 .  分析用 語 に つ い て

本稿で使用 す る 分析 用 語 に つ い て こ こ で説明 す る 。

①剥 離技術 に つ い て の 説 明

剥 離技術 は 右手の技術 ： ハ ン マ ー と 身振 り ／左手の 技術 ： 素材 の 持 ち 方 に 分解 で き る （ 角 張2002) 。

石 器の 製作工程段 階 に 応 じ て 、 本稿 で は 剥 片 剥 離技術 も し く は 二次加 工技術 と 呼ん で い る 。 そ れ ぞれ

内 容 は 同 じ で あ る 。

た だ し 、 剥 離技術 を 理解す る た め に は 、 亀 裂 の 開 始 か ら 始 ま り 、 末端へ力 が抜 け る ま で の 過 程 に お

け る 剥 片 の形成過 程 を 理解す る 必 要 が あ る 。 特 に 、 剥 離 の 発生 部 分 （剥 離 開 始部） の状態 は 非常 に 重

要 で 、 そ こ に は ハ ン マ ー 材 質 や 先端形状 を 復原す る 情報が詰 ま っ て い る 。 剥 離 の 発生部分の型 に は ヘ

ル ツ 型 ・ 楔型 • 曲 げ型 の 三種 が あ る が （ 第22図 1 、 山 田 ・ 志村1989) 、 こ の う ち ハ ン マ ー 材 質 を 判 定

す る 際 に 有効 な の は ヘ ル ツ 型 と 楔型 で あ る 。 よ り 石核 に 対 し 変形 し な い ハ ン マ ー を 用 い れ ば、 ヘ ル ツ

型 の 発生部 に 形成 さ れ る コ ー ン は 明 瞭 に ハ ン マ ー 形状 を 残す よ う に 盛 り 上が る 。 こ の 物理現象 を 利 用

し て 設定 し た の が、 本稿 の ソ フ ト ハ ン マ ー ( S ) / ハ ー ド ハ ン マ ー (H) の 区 別 で あ り 、 あ く ま で コ

ー ン の 形状 と 盛 り 上が り 度合 い か ら 判 定 さ れ た 区 別 で あ る （ 第22図 2 � 5 、 太田2003 ) 。

そ し て 変形 し な い ハ ン マ ー の 強 い 圧縮 の 力 や 先 の 尖 る ハ ン マ ー の 場合 は 楔 型 を 生ず る 。 な お 、 楔 型

は 石 核 の縁辺か ら 打点が離れ て い る 場合や石核 の縁辺角 が90度以上の場合、 そ し て 両極打撃 の 場 合 は

ヘ ル ツ 型 よ り も 優勢 に 生 じ や す い こ と も 指摘 さ れ て い る （ 山 田 ・ 志村 1989) 。 こ の 物理現象 を 利 用 し

て 本稿で設定 し た の が、 ハ ー ド ハ ン マ ー の 垂直打撃 (HvD) で あ る 。 こ れ は ハ ン マ ー を 石核 の 外側 に

抜 く こ と で剥 離 を 発生 （ ヘ ル ツ 型 が こ こ で は 生 じ る ） さ せ る 方法 で は な く 、 薪割 り の よ う に 打 点 の 真

下 方 向 に 亀裂 を 生 じ さ せ る 打撃方法 で あ る 。 こ の た め 、 ヘ ル ツ 型 と 同 様 か も し く は そ れ以 上 の 高 い 圧

縮力 を 剥 離 の 際必要 と す る 。 以上 ま でが、 本稿 で の ハ ン マ ー 材 質 の特定基準 で あ る 。

次 に 、 身振 り の特定基準 を 説明 す る 。 石器製作づ く り に お い て 身振 り は 直接 ・ 間接 • 押 圧 の 三種 し

か な い （ 角 張2002) 。 剥 離面 に 残 さ れ た 属 性 か ら こ れ ら 身 振 り を 特 定す る の に 有 効 な 属性 を 抽 出 す る

こ と がで き れ ば、 確率 的 に 身振 り の 特 定が可能 と な る 。 身振 り の 特 定 で注 目 すべ き 属 性 は 、 打 点 の 位

置 （剥離面 の 並 び） ・ 打面 の 原 さ ・ 剥 離軸 の 軌跡 ・ 剥 離 面 の 規模 の4つ で あ る （ 第22 図 6 · 7 ) 。 こ の

属 性 か ら ハ ン マ ー を 直接振 り 下 ろ す 直接打撃 (D) 、 パ ン チ を 石 器 に 予 め あ て が い パ ン チ を 打 撃 す る

間接打撃 (I) 、 ハ ン マ ー を 予 め あ て が い 剥 離 す る 押圧 剥 離 (P) を 特 定 し た 。 目 視 で ハ ン マ ー を 振 り

下 ろ せ ば力 を 多 く 加 え る こ と は で き た と し て も 、 ハ ン マ ー の 当 た る 箇所 は コ ン ト ロ ー ル で き ず に バ ラ

バ ラ と な る 。 剥離面 は 大 き い も の の 不整形で、 打 点 の 位置 は バ ラ バ ラ で あ る 。 一 方 で 予 め パ ン チ な り

ハ ン マ ー な り を 石器 に 当 て て お け ば、 ね ら っ た 場所 を 剥 離 す る こ と が可 能 と な る 。 そ の分、 打 点 の 位

置 や 剥 離面、 そ し て 打面 の厚 さ は 揃 う こ と に な る 。 ハ ン マ ー を 予 め 当 て て い る 分、 力 は打 点 か ら 真 っ

直 ぐ に抜け や す い た め 、 剥 離軸 は 直線状 に な り や す い 。 こ こ ま でが、 身振 り の特定基準の概要 で あ り 、

角 張淳 ー氏 （ 角 張2002) に 準拠 し て い る 。

以上の基準 でハ ン マ ー 材質 · 身振 り を 特定 し 、 属性表 に 記入す る 。

②器種 の 用 語 に つ い て

こ こ で は 本稿で使用 す る 器種名 の う ち 、 特 に 必 要 な も の を 挙 げて い る 。 こ れ以外の 器種 に つ い て は

標準 的 な 器種名 を 使用 し た 。
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打点の径

了 口
コ ー ン ク サ ビ 曲 げ

図22一1 剥離開始部の タ イ プ

ご □
コ ー ン明瞭、 バ ル プ発達 コ ー ン不明瞭、 バ ル ブ未発達

図22ー2 コ ー ン と バ ル ブの タ イ プ
（剥離開始部の タ イ プが コ ー ン タ イ プの場合）

図22-3 「割 れ 円錐」 の モ デル
（松沢 1 979 を 一 部改変）

真 っ 直 ぐ ね じ れ る

図22-6 剥離軸 の タ イ プ

打点の位置も 打点の位置 は ほ ぼ等間隔

打面の厚 さ も ま ば ら 打面の厚 さ も ほ ぽ一定

面が並ぶ
図22-7-1 直接打撃 図22-7-2 間接打撃

/

打点の位置は ほ ぼ等間隔
1 mm程度の薄い打面厚 で ほ ぼ一定

. )) ) J 
同 一規模の剥離面が並ぶ。

の 打点の位置 ・ 剥離面 の
図22-7-3 押圧剥離 諸特徴 （模式図 ）

←石材 は 頁 岩 で あ る 。 打点の直下 に 形成 さ れ た

コ ー ン （ 円 錐） が明瞭 で あ る 。 鉄 は 、 明 ら か に

頁岩 に 対 し 変形 し な い材 質 で あ る 。 こ の場 合 、

石核内 部 に よ り 大 き な 圧縮 の 力 を 与 え る こ と が

で き る た め 、 明 瞭 な コ ー ン を 形成 す る 。

図22一4 か な づ ち を ハ ン マ ー と し て 剥 離 し た 場合

石材 は 頁岩 で あ る 。 打点の直下 に 形成 さ れ た

コ ー ン （ 円錐） が不明瞭 で あ る 。 ま た リ ッ プが

形成 さ れ て い る 。 鹿 角 が頁岩 よ り も 変 形 す る 材

質 の た め 、 鹿 角 ハ ン マ ー 自 身 の変形 の た め に エ

ネ ル ギ ー の大半が使 わ れ て し ま う 。 故 に 石核 内

部 に 充 分 な圧縮の 力 を 加 え る こ と が で き ず 、 コ
ー ン を 明瞭 に 形成 す る ま で に 至 ら な い 。

図22一5 鹿角 を ハ ン マ ー と し て 剥 離 し た 場合

（ ＊ 図22- 4 · 5 に つ い て は 、 太 田 公彦氏 （ 太 田 2001 ) の先行研究 が あ る 。 ）

第22図 剥離技術 に つ い て の説明 図
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HvD 剥 片 ： ハ ー ド ハ ンマー の垂直打撃 で剥 離 された剥 片 のこと を指 す。

矩 形剥 片 ： 縦長 • 横 長剥 片 のど ち らにも属 さないような剥 片 。

3. 下 呂 石製剥 片石 器群の分析

下 呂 石製剥 片石 器群の分析 にお いて 説 明 する剥 離技術 には、 (1 ) 目 的的剥 片 を剥 離 するための剥 離

技術 （剥 片剥 離技術 ）、 (2) 石器の形態 を形成するための剥 離技術 （形態 形成加工 の技術 ）、 (3) 石器

の刃 部を形成するための剥 離技術 （刃 部形成加工 の技術 ）、 の三種 類が ある。 (2) と (3) はいわゆ る

二 次加工技術 と 呼ば れる部類のものである ここでは (1 ) の剥 片剥 離技術 について説明 するこ

まず剥 離技術 を、 前節 の内容 に従 って 設定する。 記号は角 張 2 002に準拠 する。

HD : ハ ー ド ハ ン マー の直 接打撃 である。

HvD : ハ ー ド ハ ンマー の垂直打撃 である。

SP : ソ フ トハ ンマー の押圧剥 離 である。

広SP : SP の幅 の広いもので 、 剥 離 開始部の幅 が4 -6mm程 度である（文章中図版1 P34参照）。

S'P : 硬 い ソフトハ ンマー の押圧 剥 離 である。

広S'P : S'P の幅 の広いもので、 剥 離 開始部の幅 が4 -6mm程 度である。

SD : ソ フ トハンマー の匝 接打撃 である。

S'D :  硬 い ソ フ トハ ンマー の直 接打撃 である。

SI : ソ フ トハ ンマー の間 接打撃 である。

S'I : 硬 いソ フ トハ ンマー の間 接打撃 である。

素 刃 ： 刃 部 加工 のない場 合に記入 。

M F: 使 用 により生じた剥 離痕 が認められる場 合、 記入 r

①下 呂 石製剥 片石 器群の剥 片剥 離技術 と 二 次加工技術 について

〔原 石• 石核 • 両極 石核 について J

野俯 遺跡 の下 呂 石 の原 石種 は、 確認できるものに限 り卵 大 の円 礫 （第 25 図24 2·243) のみである。

石核 （第 24 図230-233) · 両極 石核 （第 24 ·25図 234 -24 0) では11 点中9 点がハ ー ド ハ ンマー の垂

直打撃 による剥 片剥 離技術 で、 2点 がハ ー ド ハ ンマー の直 接打撃 であった（表 4 ) 。 野笹の剥 片剥 離技

術 はハ ー ド ハ ンマー による垂直打撃 が卓越 して いる状況が推定される。 下 呂 石製剥 片石 器群では両極

石器の多さが目 立 つが、 これはハ ー ド ハ ンマー の垂直打撃 による剥 片剥 離 が卓越 して いること の裏づ

け 現象 であると 考 えら れる。 剥 離 された剥 片 の素材 形態 はハ ー ド ハ ンマー の垂直打撃 の剥 片 (HvD 剥

片 ）8 点、 ハ ー ド ハ ンマー の匝 接打繋 (HD ) の矩形剥 片 2点で、 やはりHvD 剥 片が 卓越 して いる（表

5 ) 。

〔二 次加工 のある石器について 〕

さて 、 二 次加工 をもつ石器をみて みよう。 刃 部形 成の加工 は、 ソ フ ト ハ ンマー の押圧 剥 離 (SP)

1 2点、 硬 いソ フト ハ ンマー の押圧 剥 離 (S'P) 4点 、 幅 広のソ フト ハ ンマー の押 圧 剥 離 （ 広 SP) 3点 、

広SP+SI が1 点、 広S'P+S'I が1 点である。 残りは特 に加工 のないものや直 接打撃 の単独加工 である（表

6 ) 。 形態 形成の加工 は、 SPが1 2点 、 S'P が4点 、 広SP が3点、 S'D が3点、 なしが3点で、 これらが主 体

と なる（表 7 ) 。

では次に 、 二 次加工 の技術 の刃 部 形成加工 と 形態 形成加工 の組 み合わせを分析 しよう（一 の前 が刃
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部形成加 工 、 後 が形態形成加 工 。 以 下 同 じ ） 。 集計の結果、 a) SP-SPが12点、 b) S'P-S 'Pが4点 、 c)

広 SP-広 SPが3点、 d) 素 刃 + mf-S 'D が1点 、 e) S'D-S 'D が1点 、 f) 広 SP + SI-広 SP + SIが1点、 g) 広

S'P+S'I-広 S'P+S'Iが1点 で あ っ た （ 表 8)。 こ の う ち 、 a) -c) は 凹 基鏃 や 有 茎鏃、 そ し て 石鏃未成品

等の二 次加工技術で あ る 。 d とe) は削器の二次加工技術で あ る 。 f) -g) は 石 鏃の大形版で あ る 尖頭

状石器の二次加工技術で あ る 。 な お、 形態 形成加 工 に HvDが認め ら れ る 石器 （第23図226 · 227) は 石

鏃の 素材 と推定 さ れ る も ので あ り 、 二 次加工 に 両極打撃が行 わ れ て い る 例 で あ る 。

さ ら に 、 形態 形成加工 と素材の剥 片 剥離技術の 組 み 合 わ せ を 分析す る と、 29点17点 が 組 み 合 わ せ不

明 で あ る が、 SP-Dが2点、 広SP-Dが1点、 S'P-HvDが1点、 広SP+SI-Dが1点、 HvD-HvDが2点 とい う 結

果 を 得 た （ 表9)。 つ ま り 、 石鏃関連資料 に は 直接打撃 か も し く は 垂 直打撃 で剥離 さ れ た 素 材剥片が

使 わ れ て い る とい う 傾 向 が判 明 し 、 こ れ は 先の石核 ・両極石核の剥 片 剥離技術と同 じ傾 向 に な っ た 。

表4 器種 と 剥片剥離技術の関係
剥 片 剥 離技術

器種 HD HvD 適用外 総計
原 石 3 3 
石核 2 2 4 
両極石核 7 7 
総計 2 ， 3 14  

表5 器種 と 素材剥片形態の関係
素材剥 片 形態 （石核 の場合、 剥 離 さ れ る 剥 片形態）

器種 HvD HvD剥 片 矩形剥 片 適用外 不 明 総計
原石 3 3 
石核 1 1 2 4 
両極石核 6 1 7 

総計 1 7 2 3 1 14 

表6 石材 ・ 器種 と 刃 部属性の関係
刃 部属性

石材 器種 SP 広SP 広SP + SI 広S' P + S ' I S ' P 素刃 + mf S ' D  な し 総計
チ ャ ー ト 凹 基鏃 1 1 

有茎鏃 2 2 
削 器 1 1 

チ ャ ー ト 計 3 1 4 
下 呂 石 凹 基鏃 4 1 5 

有茎鏃 4 4 
石鏃未成 品 4 1 1 6 

尖頭器状石器 1 1 2 
尖頭器状石器未成品 1 1 
二次加工剥 片 3 1 4 
削 器 1 1 2 
使用痕剥 片 1 1 
両極石器 2 2 
作業面再生剥 片 1 1 
剥 片 1 1 

下 呂 石 計 1 2  3 1 1 4 2 1 5 29 
黒曜石 使用痕剥片 1 1 
黒曜石 計 1 1 
総計 1 5  3 1 1 5 3 1 5 34 
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表7 石材 ・ 器種 と 形態形成加 工 の 関係
形態形成加工

石 材 器種 SP 広 SP 広 SP + SI 広S' P + S ' I s · p S ' D HvD な し 総計
チ ャ ー ト 凹 碁鏃 1 1 

有茎鏃 2 2 
削 器 1 1 

チ ャ ー ト 計 3 1 4 
下 呂 石 凹基鏃 4 1 5 

有茎鏃 4 4 
石鏃未 成 品 4 1 1 6 
尖頭器状石器 1 1 2 
尖頭器状石器未成品 1 1 
二次加工剥 片 3 1 4 
削 器 2 2 
使 用 痕 剥 片 1 1 
両極石器 2 2 
作業面再生剥 片 1 1 
剥 片 1 1 

下 呂 石 計 1 2  3 1 1 4 3 2 3 29 
黒 曜 石 使 用 痕 剥 片 1 1 
黒 曜 石 計 1 1 
総計 15 3 1 1 4 3 2 5 34 

表8 石材 ・ 刃 部属性 と 形態形成加 工 の 関係
形態形成加工

石材 刃 部属性 SP 広 SP 広 SP + SI 広S' P + S ' I S ' P S ' D HvD な し 総計
チ ャ ー ト SP 3 3 

s · r 1 1 
チ ャ ー ト 計 3 1 4 
下 呂 石 SP 1 2  1 2  

広SP 3 3 
広 SP + SI 1 1 
s · r 4 4 
広 S ' P + S ' I 1 1 
素 刃 + mf 1 1 2 
S ' D 1 1 
な し 1 2 2 5 

下 呂 石 計 1 2  3 1 1 4 3 2 3 29 
黒 曜 石 素 刃 + mf 1 1 
黒曜石 計 1 1 
総計 1 5  3 1 1 4 3 2 5 34 

表9 石材 ・ 形態形成加工 と 剥 片剥離技術の関係
剥 片 剥 離技術

石 材 形態形成加工 D HD HvD 不 明 総 計
チ ャ ー ト SP 3 3 

な し 1 1 
チ ャ ー ト 計 1 3 4 
下 呂 石 SP 2 1 ， 1 2  

広 SP 1 2 3 
広 SP + SI 1 1 
広 s · p + S ' I 1 1 
S ' P 1 3 4 
S ' D 1 1 1 3 
HvD 2 2 
な し 1 1 1 3 

下 呂 石 計 5 2 5 1 7  2 9  
黒 曜 石 な し 1 1 
黒曜石 計 1 1 
総計 6 2 6 20 34 
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②下 呂 石製剥 片 石器群の 二次加工技術 と つ く ら れ る 石器の 関 係

次 に①で示 し た 二 次加工技術 の 特徴 と つ く ら れ る 石器の 関 係 に つ い て み て み る こ と に す る 。 SP-SP

は 12点 中 12点 と も 未 成 品 を 含 む 石鏃 関 連 資 料 で認め ら れ る （ 第23 図208-210 、 2 12 、 2 13 な ど） 。 つ ま

り 、 野笹遺跡 で は 、 押圧剥離が石鏃 の 剥 離技術 と し て 強 く 結 びつ い て い る の で あ る 。

二 番 目 に 、 広SP に つ い て み て み よ う 。 広SP-広 SP は 3点 （ 第28図268、 269、 276) と も 凹 基鏃や 尖頭

器状石 器 に 認 め ら れ る が、 他方尖頭器状石器 に お い て は 、 広 SP+SI-広SP+SI ( 第28 図 278) も し く は

広S'P+S'I-広 S'P+S'I ( 第28図277) の よ う に 広 SP 以 外 の 二 次 加 工技術 と 複合状態 で も 認め ら れ る 。 広

SP は石鏃の 大形化 し た 尖頭器状石器 に も 結 びつ く 傾 向 に あ る と い え る 。

三 番 目 に は 、 S 'Dが削 器 の 刃 部形成加工 と 形態形成加工 に 結 びつ い て い る こ と が判 明 し た （ 第23 図

218 · 219 ) 。

268 276 

文章中 図版1 剥離開始部の幅の計測 （幅広の ソ フ ト ハ ン マ ー の押圧剥離）

③下 呂 石 製剥 片石器群 の ま と め

野笹遺跡 の 下 呂 石製剥 片石器群 の 所 見 を ま と め る と 次 の よ う に な る 。

1 .  ま ず剥 片剥 離 に は 円f礫が用 い ら れ 、 ハ ー ド ハ ン マ ー の 垂 直打撃 (HvD) で分割 し た り 、 分割 し た

剥 片 を HvD で剥離す る 。 実際 に 得 ら れ る 剥 片 はHvD剥 片 か も し く は HDの 矩形剥 片 に 偏 っ て い る 。

2 .  凹基鏃や 有茎鏃お よ びそ の 未 成 品 の 二次加工技術 はSP を 主体 と す る 。

3 .  大形の石鏃であ る 尖頭器状石 器 の 二 次加工技術 は 広 SP を 伴 う 複合技術 に 偏 る 。

4 . 2 と 3 の う ち 、 縄文晩期 後 半か ら 弥生時代所産 の 石 鏃 は 、 有 茎 鏃 の 4点 と 広 SP を 伴 う 石 鏃 • 尖頭器

状石器5点 の 計9点 と 考 え ら れ る （ 第28図268 · 269 · 272� 278) 。 剥 離 開 始部 の 幅が5mm程 度 の 幅

広 の 押圧剥 離 は 縄文晩期 後 半以 降。 弥生時代 の 中 期 後 半 ま で 伊勢湾 ・ 東美濃～ 中 部高 地 で 認 め ら

れ る 剥 離技術 で あ る 。 な お 、 野笹遺跡 と 同 様の幅広 の 押 圧 剥 離 か石鏃 に 認め ら れ る 遺跡 に 愛 知 県

牛 牧追跡が挙 げ ら れ る 。 牛牧辿跡 で も 有 茎鏃 と 凹 甚鏃が野笹逍跡 と 同 様、 混在 し て い る 。

4 .  そ の 他の 石器器種 の 説 明

こ こ で は 下 呂 石 製剥 片 石器群以外 の 器種 に つ い て 説明 す る 。

①チ ャ ー ト 製 の 剥 片 石器群

チ ャ ー ト 製 の 剥 片 石 器群 で は 、 凹 碁鏃 1 点 • 有茎鏃2点 · 削 器 1 点 が 出 士 し て い る 。 石 鏃 の 二 次加 工

技術 はSPで あ る 。 有 茎鏃 （ 第28図270 · 271 ) は縄文晩期 後 半～ 弥生時代所産 の も の と 考 え ら れ る 。



第3節 位含層 出 土遺物 35 

②磨製石庖T · 大形直縁 刃 石 器 ・ 打 製 ィi 鎌状石器

形態 的 に 整 っ た 磨 製 石 庖 丁 が 1 点 出 土 し た （ 第28図279) 。 明 ら か に 弥 生 時 代 所 産 の も の で あ る が 、

時期 を 特定す る ま で に 至 ら な か っ た 。 紡錘形の 石 庖 T で 器体 は 丁 寧 に 研磨 さ れ る 。 注 目 すべ き は 刃 部

の 面 と 研 ぎ 出 す研磨 の 線状痕が太 く は っ き り と 認め ら れ る 点 で あ る 。 線状痕 に つ い て は 、 か な り 日 の

荒い砥石 （ 荒砥） が使JI) さ れ て い る よ う で あ る （使用 痕 分析P42参照） 。 畿 内 や 長野盆地 の 磨 製石 庖 T

に 野笹逍跡 の よ う な は っ き り と し た 線状痕 を 残す研磨痕 は ま ず 見 ら れ な い 。 在地 の研磨技術 な の で あ

ろ う か。 今後追究すべ き 課題 で あ る 。

な お 、 こ の 磨 製 石 庖 丁 の 刃 部付 近 に パ ッ チ 状 に B タ イ プ の 使 用 痕 光沢 が 認 め ら れ た （ 使m 痕 分析

P42参照） 。 イ ネ 科植物 を 対象 と し た 道 具 で あ っ た こ と が わ か る 。

ま た 大形直縁刃 石器が1点 出 土 し て い る （ 第28図280) 。 粘板店 製 で 刃 部 を HDで加工 し て い る 。 風化

の た め 使 用 痕等 は 認 め ら れ な か っ た 。 磨製石庖T と と も に セ ッ ト を な す も の で あ ろ う 。 打製石鎌状の

石 器 も 1 点 出 土 し て い る （ 第28図281 ) 。 }) 部 に は 摩耗 ・ 刃 こ ほれが認め ら れ る も の の 、 風化 の た め 使

用 痕光沢 を 特 定す る ま で に は 至 ら な か っ た （使用 痕分析P42-43参照） 。

③打製石斧

打製石斧 は 19点 の 完成 品 と 1 点 の 未 成 品 が 出 士 し て い る （ 第26図 • 第27 図 262 · 263) 。 石 材 別 に す る

と 、 ホ ル ン フ ェ ル ス 製 14点 、 泥岩製6点 で あ る 。 全 て 縄 文 時 代 所 産 の打 製 石 斧 と 思 わ れ 、 弥 牛 時 代 に

特徴的 な 石鍬 は 認 め ら れ な か っ た 。

打 製 石 斧 の 形態形成 加 工 は ハ ー ド ハ ン マ ー の 直接打撃 (HD) か も し く は そ れ に 類 す る も の で 、 打

製 石 斧 の 両 側 辺 お よ び刃 部が形成 さ れ る 。 素 材 に は 柚 長剥 片 がJH い ら れ る 割 合が高 い 。

刃 部 に は 摩 耗 • 刃 こ ぽれが認め ら れ る も の の 、 明 瞭 な 土ず れ痕 は あ ま り 認め ら れ な か っ た 。 こ の よ

う な 特 徴 は 縄文 中 期 前 半期 の 打 製石 斧 に 特徴 的 な 使 川 痕 の 付 き ）j で 、 縄文 中 期 後 半 の 加 曽 利 E式 以 降

の打製石斧 に 明 瞭 な 上ず れ痕が認め ら れ る こ と と 対照 的 で あ る （池谷勝典氏 の 御 教示 に よ る ） 。

④敲石

敲石が2点 出 土 し て い る 。 う ち 第27図267の敲石 は石器製作 の 「ハ ン マ ー 」 と も い う べ き 重厚 感 の あ

る 敲石 で あ る 。 こ の よ う な 敲石 は大形 の 剥 片 石 器 の 素材 を 石核 か ら 剥 がす の に 最 適 で あ る 。 267 の 石

器 を 手 で持 ち 使用 す る こ と を 想像す る の は 難 し く 、 斧 の よ う に 木 の 柄 に 装 着 し て 使 用 し た と 考 え ら れ

る 。 裏 面 の 器体 中 央左 の 剥 離 は 、 柄 と の 装 着 の 固 定の た め で あ ろ う か。 ま た 表rfll の 敲打痕 は 柄 に 装 着

す る と き の ク サ ビ 止 め の 跡 の 可 能性があ る 。

5 .  ま と め

今 回 の 調 介で 出 土 し た 石 器 に は 、 磨 製 石 庖 丁 の よ う に 明 ら か に 弥化時代 の 石 器 が 出 士 し た 。 こ の 磨

製石庖r に 伴 う 士器の時期 に つ い て は 明 ら か に で き な か っ た が、 野愉I · II の 調 杏分で は 弥 生 中 期 前 半

の 土器が ま と ま っ て 出 土 し て お り 、 こ の 土器 と の 関 連性が注 目 さ れ る 。 ま た 、 使m痕光沢が確認 で き

た こ と も 大 き な 成 果 で あ っ た 。 今後磨製石 庖 T の 位附づ け に 果 た す使用 痕 分析 の 役割 は 大 き い で あ ろ

う 。 大型直縁刃石器や打製石鎌状イi器 に つ い て は 、 風化の た め 使JIJ 痕光沢 を 特定 で き る ま で至 ら な か

っ た が、 磨製石應丁 と セ ッ ト 関 係 を な す の か 、 興味深 い 。

ま た 、 今 [rr! の調在分で、 幅 の 広 い 押 圧 剥 離 面 を 留 め る 石鏃や 尖碩器状石器 を 確認 し た 。 こ の 幅 の 広

い押圧剥離 を も つ 石鏃類 は 、 縄文晩期 後半か ら 弥生 中 期 の 伊勢湾 ・ 束美濃～ 中 部 高 地 に 分布 し て い る 。
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第23図 包含層 出 土石器 ( 1 )
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第24図 包含層 出 土石器 ( 2 )
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角 張淳ー2002 「石器研究の展塑」 『利根 川 』 23
山 田 し ょ う · 志村宗B/l l989 「石器の破壊）J学 ( 1 ) (2) 」 『旧石器考 古学』 38 · 39

第25図 包含層 出土石器 (3)

時期をある程 度特定できる石鏃 と して今後注 且 する必要がある。

なお弥 生前 期から中期前 半期の中部日本各地には、 石鏃 などの晩 期以来 の小 形剥 片 石器に大陸 系磨

製 石器を単 品 で伴うと いう例 が認められる， 今1111 調在 分の野笹遺跡の石器組 成はその点、 弥生前 期～

中期前 半期の組 成に似 ている。 仮 に今回 出士 の磨 製 石庖T も弥生前 期～中期前半に伴うものならば 、

収穫具 と して疑 いようのない事例 と なるわけ であり、 伊勢湾 ～ 東美濃 の弥 生 時代文化 を考 える上で重

（馬 場伸 一郎）
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第7 回 例 会 発表要旨飢』
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三出土石器 (5 )第27図 包含層(5=1 /3) 

野笹遺跡 出土石庖丁の使用 痕分析

1 .  はじ めに

野笹遺跡出士の磨製 石庖丁 、 打製 石鎌状 石器、 大 形直縁刃 石器の使用痕 分析 を行った 。

野笹遺跡は濃尾平野 の北端付 近の盆 地内に位置 する。 南 の平 野 部には、 朝 日 遺跡などこの一 帯 を代

表する弥生 時代の環濠集落 が分布 する。朝日 遺跡では磨製 石庖 T と大 形直縁刃 石器が検出さ れ ており、

磨製 石庖T をもち いた収穫技術 ・伝統 があった ことが伺 える。 また 野笹遺跡では、 前の報告で穿孔 の
な い磨 製 石庖T が出 土し、 植物質で牛 じ る光沢が 確認 さ れ ており、 収穫具 の存在 を示唆 した 。 さ ら に

今 回 の調在で磨製 石庖T が出土した ことは、 濃尾平野一帯 の収穫技術 を考 え る上 でも重要 で あるとい
え よ う。

この報告では使用痕 分析 を通して、 濃尾平野北端 におけるこれ ら 石器の機能 について究 明 したい。
2 .  観察方法

キ ー エ ン ス 社 の デ ジ タ ルHD マ イ ク ロ ス コ ー プ (VH-7000) に よ る 低倍率ズ ー ム (VH-Z05) と高倍
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率 ズ ー ム レンズ (VH-245 0)を用いて裔倍率 の使/IJ痕光沢 の観察 をおこなった。 観察倍率 は、 5 倍 ～

4 0倍 と45 0倍 -1 000倍 （倍率 はマイ ク ロ スコー プで の倍率 で 従 来 の金属 顕微鏡 の倍率比 とは異 なる ）

で ある 。 観察 面は、 中性洗剤 で洗浄をおこない、 適宜 アルコー ル を浸 した脱脂綿で軽 く拭 き取 り、 脂

分などを取 り除 いた。 観察 範囲は、 石器 表面全 体を詳細に 観察 し、 使用痕光沢 および線状痕 の認定を

おこなった。 使用痕光沢 分類は梶原 ・ 阿 子 島 の分類基準 に よっている （梶原 ・ 阿子 島 198 1) 。 微小剥 離

痕 の名称 は、 阿子 島 （阿 子 島 198 1) をJtJ いた。

3. 分析結果
磨製石庖丁 は、 中世 の01溝の1層 から出士しており、 時 期を特定する ことはで きなかった。

［形態］ 粘板岩製 の磨 製 石庖 丁 で ある 。 中央 部で破損 している が、 全 体の形態 は残存 部分から、 紡錘

形で ある 。

［刃 部］ 刃 部は両刃 で 、 外湾 の形態 である 。 刃 角 は60か ら65 度で ある 。 両 面に 顕著 な研ぎ 面がみられ、

しのぎ 部分が明 瞭 で ある 。 しのぎ 部分の研磨 は（ 文章中図 版 2 - 1 0)刃 部に 沿 った方 向 に みられ、 石 庖

T 体部を整形している研磨 面（ 図 版 2 - 1 1 ) と比較 して、 深く粗 い研磨 面で ある 。 この部分に は下 で 述

べる ように 使用痕光沢 は確認で きないことか ら、 刃 部の研ぎ直 しに よる研磨 と考えられる 。 そのため、
刃 部の研ぎ直 しとイ本 部の整形研磨 の砥石 が異 なっていたと考えられる 。

裏 面の刃 部縁辺に 線状痕 が縁辺に 対 して直交 方向 に 走 る のが確認、で きた（ 文章中図 版 2 - 9) 。

［穿孔 部分］ 紐孔 は、 背 部そば に 1孔 みられた。 両而 から穿孔 している 。 表面に は、 背 に 向 け て摩 耗 し

ている のが確認で き（ 文章中図 版 2 - 7) 、 裏 面で は石 器の内側方 向 に 摩 耗 が伸 びる のが確認で きた（ 図

版 2 - 8) 。 穿孔 部分に 紐 を掛 けたさいに 、 表面に 指 をかけ て紐 を引 っ張 る ように もつため、 表面穿孔

部分の背側に 、 裏 面穿孔 部分の内側方 向 に 摩耗 したと考えられる 。

［使用痕］

光沢 ： 石庖 Tの両 面にB タ イ プ光沢 がみられた（ 文章中図版 2 - 2,4) 。 B タ イ プ 光沢 は主に 植物質 の被

加 工物で 生じる 光沢で あり、 同 種 光沢 が各 地の遺跡で 出士した石庖丁 に 確認されている 。 研磨 が顕著

に みられる しのぎ 部分に は光沢 はみられなかった（ 図版 2 - 1 ) 。 表而側は背 部分の稜 に も光沢 がみられ

たが（図版 2 - 3) 、 裏 面に は背 部分と紐孔 部分近くに まで は光沢 は広がっていない（図版 2 - 5 、 6) 。

線状痕 ： 高倍率で は確認で きなかった。 低倍率で は、 裏 面側に縁辺に 対 して直交 方 向 に 走 る 線状痕

（ 文章中図版 2 - 9) がみられた。 被 加 工物がこの部分に接触 する ことで 生じたと考えられる 。

※ 推定される 作業

穿孔 部分の摩耗状況 と、 光沢 の広がりか ら、 植物質 の被 加工物が推定される 。 線状痕 が直交 方 向 に

みられる ことか ら、 被 加 工物を指 と石庖丁 の表面で おさえ、 刃 部を梃子 として、 つまみ上げる ように

石 器を動 か したので 、 直交 方 111J に 線状痕 が形成されたと推定される 。
以上 のこ とから 、 被加工物 を摘 みとるように 使用したと考 え られる 。

また研磨 面と光沢 の分布 からこの石庖T がメJ部 の研ぎ匝 しがされてい たことが判明 した。 かつ体部

整形 の研磨 面と研ぎ 面が異 なり、 用いた砥石 が異 なる 可能性 がある 。 このことか ら、 石 庖 T を製 作す

る 人 間 と、 石庖丁 を使用する 人 間 の間 で 、 異 なる 砥石 を使用していたことが考えられる 。 石庖 T の製

作と使用の間 に技術的な差 があり、 石庖 Tの流通などを考える 上で 重 要で ある 。

人形直縁刃 石 器 と打製石鎌状石器2点 を liiJ じ く使用 痕分析 を試 み た。 共 に 中 近 世 の溝 か ら出 土 し 、
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2 B タ イ プ光沢
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遺物 の 時期 を 特 定で き な か っ た 。

分析 の 結果、 表面 の 風化が激 し く 光沢 な ど は確認で き な か っ た 。

4 .  ま と め

野 笹 遺 跡 出 士 の 石 庖 丁 は 、 こ れ ま で 確 認 さ れ て い る 石 庖 丁 と 同 様 な 使 用 方 法 が確 認 さ れ た （ 池 谷

2001 、 須藤他 1984,96、 石器使用 痕研究会他編 2002、 高橋 2002 、 松 山 1992)。 ま た 、 す で に 野笹 遺

跡 で は 、 穿孔の な い 磨 製石庖丁 も 出 土 し 、 同 タ イ プの 光沢が検出 さ れ て お り 、 石庖丁 を 伴 う 稲作文化

が濃尾平野 の北端 に 入 り 込 ん で い る こ と が よ り 確実 な も の と な っ た 。

石庖丁 は こ れ ま での研究 か ら 、 根刈 り に 使用 さ れ た と 考 え ら れ る 「大型直縁刃 石 器」 あ る い は 大形

石庖丁 と セ ッ ト 関 係 に あ る と 考 え ら れ て い る （斉野 1993,1994)。 野笹遺跡で は打製石鎌状石器や 「大型

直縁刃 石 器」 と 考 え ら れ る 石器 も 出 土 し た が、 石器表面が激 し く 風化 し て い る た め 、 同 様 な 光沢 は 確

認で き な か っ た 。 出土位置 の 関 係 か ら も 、 今 回 の 分析 か ら 、 仙 台平 野 や 大 阪平野 で な どで確認 さ れ て

い る セ ッ ト 関 係 は 、 こ の 地域 で は 確認で き な か っ た 。

石庖丁 の研磨面 に お い て 、 刃 部 と 体部の 間 に 、 砥 石 の 異 な り が確認 さ れ た 。 こ の こ と は 、 石 庖 丁 の

製作 と 使用 の 間 に 、 異 な る 研磨技術があ っ た こ と を 示 唆 し 、 石庖丁 の 製作 か ら 使用 さ れ る ま で の 流通

を 考 え る 上 で も 重要であ る 。

野笹遺跡で収穫 具 の 存 在 を 示 唆す る こ と が明 瞭 と な っ た 。 し か し 、 各石器の 出 土状況か ら 、 時 期 が

特定で き ず 、 こ れ ら の 石器が どの段階で こ の 地域 に 入 り 込 ん だか、 収穫 具 に セ ッ ト 関 係 が あ る の か な

ど、 不 明 な 点 も 多 い 。

こ の よ う に こ の地域 に お け る 収穫具の 時 期 や 分布 、 流通 な ど、 解 明 さ れ な け れ ば な ら な い 問 題 は 山

積 み で あ る 。 今後 の 課題 と し た い 。 （高橋 哲）
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当遺跡は、 木曽 川 の河岸段丘 上 に位置 し、 地山には木曽 川 が運 ん できた大 量の砂が堆積している。

遺跡の北と南 では段丘 面が異 なってお り、 北が一 段 高い段丘 面 (L3) に位置 する。 段丘 の比 高差 は約

3mある。 段丘 の境 には湧 水地点があり、 湧 水 に伴ってできた自然流 路が西の加茂川 に向 かって流 れ

ている。 遺跡のほ ぼ 中央 にある自然流 路地点が一 番 低くなり、 そこから南 は木曽 川 の自然堤 防 に向 か

って地形は高くなっている。 平 成8 · 9年度にI区、 平 成11 · 12年度にII · III区・ 赤池4 号古墳が調

在され、 当調査区 ( IV 区）はI区の南西隅 に隣接している。 I区北側 とIII区は上 位段丘 (L3) に位置

し、 I区南側 . II区. IV 区は低位段丘 (L4) に位置 する。

r � 皿区とIV 区とは、 出土遺物の時期等 に多少の違 いはみ られるが、 土器 • 石器 ともにほ ぽ同 じ 特

徴 をもっている。 特 にI区とIV 区は隣接することもあり、 出土上器 の時期幅 が似 ている。 これに比べ

II区では、 I区で確認されていない弥生 時代中期後葉 、 古墳時代前期の遺物が出土している。 石器 で

は、 I� IV 区ともに下 呂 石 の円 礫 の石核 が多いという木曽 川 に近い遺跡の特徴 が表 れている。 また、

石鏃 の他 には打製石斧 の出士 量が多く、 自然流 路周辺で狩猟 ・ 採集が行われていた様子 がうかがわれ

る。 穂摘 み具 の磨製石庖丁 や、 根株 の刈 り取 りや除草 に使 う粗製剥 片石器 、 有肩扇状石器 、 直縁刃石

器 の出土もI� IV 区で共通 点がみ られ、 付 近に水 田が広がることをうかがわせる。

当遺跡を南北方 向 に長く調査してお り、 遺構の分 布 範囲が時代別 に移 り変 わっていることがわかる

（第32 図参照）。 上 位段丘 に住居 や屋敷 が広がる時期は、 弥生 時代後期（竪穴 住居 3軒 ）・ 古墳時代後

期（竪穴 住居跡2軒 ）・ 中世 前期（屋敷 の区画溝）・ 中世 後期（溝 ． 掘立柱 建物）である。 一 方 、 低

位段丘 に住居 が広がる時期は、 縄 文時代中期末 · 弥生 時代中期前菓 • 弥生 時代終末 期・ 古墳時代後期

（竪穴 住居跡29軒 ）・ 中世 前期（大溝）・ 中匪 後期（溝、 掘 立柱 建物、 柵列 ）である。 当遺跡の調在

地点全 体の遺構数 では古墳時代後期に大 きなピ ー ク が見 られる。

w 区で検出された遺構は古墳時代後期（自然流 路 1 条 ）、 中憔 前期（溝2条 ）、 中世 後期（溝4 条 ）

と近世 （士 坑 2基 、 ピット 3基 ）であるが、 自然流 路からはI� III区の出士状況 と同 じ く、 縄 文時代

中期～古墳時代後期の土器 が出士 してお り、 北の居 住 域からの流 れ込み が堆積したものと思 われる。

以下 に遺物の詳細を述べ る。

縄文時代～弥生時代

縄文士器 は出土士器 のうち の35% (破片総 数 ）をしめる。 縄 文時代中期が2 1点 (2 12 g ) 、 晩 期が22

点 (874 g ) である。 弥生 前期～中期の土器 （条痕 文系の土器 ）は全 体の13% である。 縄 文晩 期～弥

生 時代前期の上器 は、破片 数 が縄 文時代中期と差 がみ られないのにもかかわらず質 量が多いことから、

破片 が大 きくかな り残りが良 いといえる。 こ の時期 の土器 · 石 器の出土分布状況 を見 ると、 第30図 よ
り01溝 · 05溝 · 15溝 · D3から出土している。 第29 図 からは、 遺物の分 布 を東から投影しているため

地形の傾斜 を念頭に置 く必要はあるが、 01溝よ りも自然流 路中心に遺物が出土していることがわかる。

お そらく北の居 住 域からの流 れ込み と思 われる。 縄 文晩 期～弥生 中期に出土量のピ ー ク がみ られ、 石

器もほ ぽ同 時期のものが多く出士 している。 剥 片石器 の石材 のほ とん どは下 呂 石 で、 製 品 は石鏃 が多
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くをしめている。 石鏃 の次に多く出土しているのは打製 石斧 で、 狩猟 ・ 採集の道具 が全体 をしめてい

るようである。 また、 磨製 石庖 丁 • 大型直縁刃 石器 ・ 打製 石鎌状 石器などの収穫具 が少数 であるが出

士 している。

古墳時代～奈 良 時代

土師器 は全体 の19%、 須恵 器は5 % である。 須恵 器は6 � 8 世紀 の時期 である。 7 世紀 の杯 身 ・ 短

頸壺 ・ 提瓶 は、 赤池4 号古墳と時期 を同 じ くする古墳が近くに存在して混入 したものか、 北側 にある

居住 域か ら流れ込 ん だ ものと思 われ る。 消 失 した赤池古墳群にも関連 するものと思 われ る。 8 世紀 の

須恵 器には鉄鉢 がみ られ る。 出土分 布状況 を見 ると01溝·05溝か ら出士 しているため、 J:.流か らの流

れ込み や、 溝をつくった際 の撹乱と思 われ る。

中世前期

調査区は南か ら北に傾斜 してお り、 01溝はW区の一 番 低い所にある自然流 路を利用してつくられ て

いる。 01溝は堰を伴ってお り、 時期 は溝か ら出士 している山茶碗 と、 東 に続 くI 区の調介結果を合わ

せて考 えると12� 13恨紀 である。 I 区とW 区の溝を図面上 でつなげてみ ると、 I 区か らの流 れ がW 区

ではや や か わるようである。 溝全体 でみ ると、 3つの堰を伴い、 上流 の堰の川 上 には粘上 と敷 石の施

設がみ られ、 堰で水 をためて生産 域に水 を流 す施 設であったようである。 I 区か ら続 くと思 われ る導

水施設は当調在区では撹乱をうけ ているため不 明 である。

中世後期

地形が一 番 高い位置 には15匪紀 の溝 ( 05 ·15溝）を検出してお り、 I 区の遺構図とのつながりか ら、

方 形の区画溝か東流 する溝とつながる可能性 がある。 05溝は15溝を切 ってお り、 15溝か らは多くの陶

器と礫 が出士 しているが、 05溝か らは陶器 と礫 がほ とん ど出土していない。 出土遺物か らは2条 の溝

に時期差 があまりみ られ ない。 05溝か らは煮沸具 が出土してお り、 付 近に居住 域が広がると思 われ る。

また、 05溝の埋土か ら出土した14 世紀 の龍泉窯系青磁盤 (17 1)は、 I 区 （表 採） とII 区 ( 05溝より

約48 m南東方 向 ） でも出土してお り、 同 一個 体と考 えられ る。

以 上 のことか ら、 縄文時代～奈良 時代の遺物が多量に出土しているが、 確認され た遺構は中世前期

と後期 の溝跡で、 それ 以 前の時代の遺構は本調在区の北側 に分 布 しているものと思 われ る。

i唖
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表1 0 器種別土器組成表
°喝 自 然流路 02溝 05溝 07土坑

数破 数 破片数 破片数 破片数 破片

縄文土器中 期 1 5  1 1 2 

縄文土器晩期 4 18 

縄文土器 522 371 1 39 5 

祢生士苔 備開龍葉 19  6 

祢生土器 庸闊 6 19  

株生土器 龍闊～中闊 190 123 10 

祢生士器 巾闊 1 1  35 

紹土器 後期 1 

祢生土苔 祢生末～古眉例 97 14 

土 師器古墳前期 1 

土師器 （古墳） 45 7 

土師器 373 109 1 1 9  1 

須恵器 78 28 20 

灰釉陶器 3 

土 師器皿 21 

山茶碗 12-13泄紀 28 3 20 

山茶碗 14-15泄紀 10 3 214 

山 茶碗 2 

古瀬戸 14 

常滑陶器 ， 
瀬戸美濃大窯 1 

瀬戸美濃連房 12  

時期不 明 陶 器 2 1 1  

輸入磁器 1 

破片数計 1 , 401 734 5 398 8 

比率％ 35. 67 18. 69 0 .  13 10 . 13  0. 2 

表1 1 用 途別陶器、 磁器組成表 （ 中近世）
自 然

01溝 流路 °嗜 05溝 07土抗
数

14胃破片数 破片数 破 数 破片数 破片 破 数

供膳具 38 3 3 259 8 

調理具 1 7 1 

煮沸具 ， 
貯蔵具 1 ， 
茶道具 2 

灯火具 1 

不明 16 

破片数計 40 3 3 303 ゜ ， 
比率％ 4.49 0.34 0.34 34.01 ゜ 1.01 

残存率計 7 12
14胃 15溝 包含

片
層 破片数計 比率％ 率D 径

個
残
体

存
数

底
十
潔径残存

破 数 破片数 破 数 個体数

2 2 1  0 . 53 

22 0. 56 1. 00 

34 48 275 1 , 295 32 . 97 0 . 08 

1 1 27 0 . 69 

1 1 27 0 . 69 1 .  80 ， 12  87  431  10 .  97 

1 47 1. 20 1. 23 0. 60 

1 0 . 03 

6 10  127 3 . 23 

1 2 0. 05 

1 1 1 6  70 1. 78 0. 26 2 . 58 

1 1  1 2  1 3 5  6 6 1  16 . 83 0. 9 1  2 . 00 

2 7 70 205 5 . 22 2 . 48 3 . 82 

1 1 5 0. 1 3  0 . 29 1 .  00 

26 47 1 .  20 0. 60 

8 19  84 162 4. 1 2  1 .  38 9 . 56 

146 2 1 7  590 15 . 02 7 . 48 1 1 .  77 

2 0 . 05 0 .  75 

47 10 71 1. 81 0 . 86 1. 94 

1 1 2  1 2  34 0. 86 

6 1 8 0 . 20 0. 03 0 . 41 

2 14 0. 36 

3 39 55 1. 40 

1 2 4 0 . 10 0. 10  0 . 34 

67 322 993 3 , 928 1 5 . 62 37 . 65 

1 .  7 1  8 . 2 25 . 28 

15界破 数 破
位含

片
層

数 破片数計 比率％

178 249 

20 10  

1 2 

13 12 

2 7 

1 

15 23 

229 304 

25.70 34. 12  

738 

39 

12 

35 

1 1  

2 

54 

891 

82.83 

4.38 

1.35 

3.93 

1.23 

0.22 

6.06 

碗 • 皿 ・ 蓋 ． 盤 • 土師器1IIl

鉢 • 播鉢 • 片 口鉢 • 卸1Il1

鍋 • 釜

甕 ． 壺 • 瓶 • 徳利

天 目 茶碗 • 湯呑

灯明皿 · 童 圏 皿



表1 2 器種別土器組成表 （質量）

縄文土器中 期
縄文土器晩期
縄文上器
祢生土苔 眉闊崩葉
祢生士苔 蘭闘
祢生土苔 蘭開～中庸l
祢生土苔 中闊
淋生士苔 後闊
祢生土苔 祢生末～古贋例
士師器古墳前期
土師器 （古墳）
土師器
須恵器
灰釉陶器
士師器lII1
山茶碗 12-13泄紀
山茶碗 14-151!1: 紀
山 茶碗
古瀬戸
常滑陶器
瀬戸美濃大窯
瀬戸美濃連房
時期不明陶器
輸入磁器
質量計 (g)
比率％

4.2% 

5.3% 

嗜質 (g)
1 18. 1 
38. 2 

2,864. 7  
252. 2 
145 . 0 

1243 . 8 
73 . 9 
7 . 0 

495. 2 

738. 4 

2, 126. 3 
1 , 555. 7 

449 . 4 

21 .  0 

1 17. 4 

10, 246. 3 
32 . 48 

質自 然彗流
(g路 °唱質 (g)

14 . 6  
835. 9 

1, 766. 6 7 . 8 
87. 7 

293. 5 
57 1 .  5 
274 . 0  

6 1 .  3 

39 .  7 
528. 6 1 .  2 
333. 3 

1 2 1 .  0 
6 . 9 

4, 927. 7 1 5 . 9 
15 . 62 0 . 05 

上器組成

帽 07土坑
質 (g) 質量 (g)

3 . 0 7. 1 

253. 5 47 . 8 

63 . 3 

2 . 5 

1 2 1 .  6 
220. 4 

48. 2 
76 .  7 

202. 5 
1 , 338. 7 

20. 7 
330. 9 

1 , 232. 7 
8 . 9 

76 . 3 
87 . 6 
13 . 3 

4, 100. 8 
13 . 00 

麗 縄文土器
D 弥生土器
m 上師器
田 士師器皿

12 .  7 

67 . 6 
0. 2 1  

1
質

4溝景 ( g ) 

14 1 .  5 
1 .  6 

32.  7 

6 . 3 
45 . 9 
36 . 5 

1 24 . 4 

5 . 3 

394 . 2  
1 .  25 

E3 須恵器 ・ 灰釉陶器
圏 山 茶碗1 2 � 1 3世紀
● 山 茶碗 1 4� 1 5世紀
図 古瀬戸 ・ 常滑 • 大窯
IIIIII 瀬戸美濃連房
● 輸入磁器

胃質 (g) 包質
含
量

層
(g) 質量計 (g) 比率％

68. 9 2 1 1 .  7 0 . 67 
874 . 1  2 .  77 

287. 4 1 , 910. 8 7, 280. 1 23 . 08 
25 . 7 367 . 2 1 .  1 6  

30. 3 1 2 1 .  7 590. 5 1 .  87 
58. 6 835. 9 2, 805. 8 8 . 89 

24 . 2  372. 1 1 .  18  
7 . 0 0 . 02 

9 . 6 74 . 8  640. 9 2 . 03 
2 . 5 5 . 0 0 . 02 

6 . 6 277 1 , 068. 0 3 . 39 
38. 5 1 ,073. 6 3, 948. 4 12 . 52 

1 54 . 5  779 . 4 3, 079. 8 9. 76 
1 .  7 6 . 6 56 . 5 0 . 18  

74. 9 1 5 1 .  6 0 . 48 
377. 6 1 , 322. 1 2, 597. 0 8 . 23 
822. 3 874 . 1 3, 063. 0 9 . 7 1  

2 0 .  7 0 . 07 
936. 9 153 . 4 1 ,421. 2 4 . 5 1 
699 . 0 302. 0 2, 239. 0 7 . 10 
21 .  4 6 . 3 36 . 6 0 . 1 2  

37 . 0 1 1 3 . 3 0 . 36 
38. 3 281 .  8 525 . 1 1 .  66 
37 . 9 2 1 .  3 72 . 5 0 . 23 

3, 520. 6 8, 274 3, 1547. 1 
1 1 . 1 6  26 . 23 

陶器用 途別
02% 
12% 

3.9% 61% 

第33図 土器組成 ・ 陶器用途別 グ ラ フ
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圃 供膳 具
口 調理具
[I) 煮沸具
国 貯蔵 具
- 茶道 具
11!!1 灯火 具
■ 不 明
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表1 3 石器組成表

剥 片

尖頭器状石器

尖頭器状石器未製品

石鏃

石鏃未製品

削 器

使用痕剥 片

二次加工剥 片

石核

両極石器

打製石斧

打製石斧未製品

打斧剥 がれ

大型直縁刃石器

磨製石庖T

打製石鎌状石器

敲石

点数計

比率％

砥石

茶臼

―- - . 

剥 片

I .. .,,. "' l r"""I 

尖頭器状石器

尖頭器状石器未製品

石鏃

石鏃未製 品

削 器

使用痕剥 片

二次加工剥 片

石核

両極石器

打製石斧

打製石斧未製品

打斧剥 がれ

大型直縁刃石器

磨製石庖丁

打製石鎌状石器

敲石

点数計

比率％

砥石

茶臼

堰

8 

8 

1 .  01 

ヽ

下 呂 石

642 

2 

1 ， 
6 

2 

1 

4 

13  

2 

682 

86. 22 

01溝 自 然流路 02溝

116  1 20 

1 

1 

3 4 

1 1 

2 

1 

1 1 

8 1 

1 

7 ， 
24 ， 

1 

1 

167 146 ゜
2 1 . 1 1  18 . 46 ゜

安 山 岩 チ ャ ー ト 凝灰岩

1 

3 

1 

1 

1 

4 

1 

5 5 2 

0. 63 0. 63 0. 25 

1 

05溝 07土坑 14溝 15溝 包含層 点数計 比率％

10 1 1 2  1 5  362 644 8 1 .  42 

1 2 0. 25  

1 0. 1 3  

1 4 1 2  1 .  5 2  

1 1 2 6 0. 76 

1 3 0. 38 

1 2 0. 25  

1 1 1 5 0. 63 

1 ゜ 3 1 3  1 .  64  

1 2 0. 25 

4 2 1 1  33 4. 1 7  

1 1 0. 1 3  

3 4 1 2 1  62 7 . 84 

1 0. 1 3  

1 0. 1 3  

1 1 0. 1 3  

2 2 0. 25 

20 2 1 6  22 410 791  

2 . 53 0. 25 2 . 02 2 .  78 5 1 .  83 

1 

1 

ホ ル ン
粘板岩 泥岩 黒曜石フ ェ ル ス

1 

1 

26  1 5 

1 

58 

1 

1 

1 

1 

87 3 6 1 

1 1 .  00 0. 38 0. 76 0. 1 3  

1 
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土器観察表
出 土 区 層 位 接合 俵片致 質量 g 口径rm 底径cm 器高cm 口径残存 底

'f,

径残
/

存
1 2  胎 土 焼成 外面色調 t色転 内 面 色 調 t 色 帳 整

外
形
面

・ 調 整 整内 面
形 ・ 調 整 種類 器種 時代 産地 備 考 挿 図 図 版率 / 1 2

1 01溝 Ml I 28. 1 (4. 5) 密 良好 明黄褐 1 0YR7 fi に ふ い 黄橙 1 0YR7 4 隆帯、 押 し 引 き 縄文土器 深鉢 縄文中期 1 0  6 

2 01溝 Ml 1 19 .  7 (, 1 )  密 良好 に ぶい黄橙 1 0YR5 :, に ふい黄橙 10YR5;4 半
る

戟沈竹
線

管
文

に よ 縄文土器 深鉢 縄文中期 1 0  6 

3 01溝 M2 I 20. 9 (3 3) 密 良好 明黄褐 !OYR7 6 に ぶ い 黄橙 IOYR7 3 押
張

圧
り 付 け突帯． 弥'1·土器 甕 弥生前期前集初頭 樫王併1r 1 0  6 

4 01溝 �12 I 7. 6 (2. 6 )  密 良好 にぶ い黄橙 IOYR6 3 に ぶ い黄橙 l OYRfi 3 押
張

圧
り 付け突帝． 弥生 f器 甕 弥生前期前葉初頭 樫 E併行 1 0  6 

5 01溝 Ml 2 2 1 .  8 (5. 4) 密 良好 黒褐 1 0YR3 2 灰黄褐 lOYR4 2 押
張

圧
り 付け突帯． 弥生土器 甕 弥叶前期前葉初頭 樫上併行 lO 6 

6 01溝 M2 1 50. 0 (6. 2) や や 粗 良 好 褐 灰 IOYR4 ' 1  灰 黄 褐 1 0YR5 2 押
張

圧
り 付 け突帯． 弥生上器 甕 弥生前期前葉初頭 樫下．併行 1 0  6 

7 01溝 M2 1 4 1 .  3 (5.  5) やや粗 良好 褐灰 10YR4 1 に ぶ い 黄橙 1 0YR714 押
張

仕
り 付 け突帯． 弥生土器 甕 弥生前期前葉初頭 樫王併行 10 6 

8 01溝 Ml I 17 .  4 (4. 9 )  やや密 良好 灰褐 7. 5YR4 '2 に ぶ い橙 7. 5YR6 4 条痕 弥生十器 甕 （砲弾形） 弥生前期前葉初頭 樫干併行 10 6 

9 01溝 M2 2 26. 7 (5 3) 密 良好 灰褐 7. 5YR4 2 に ぶ い 黄 褐 !OYR5 3 条痕． 煤 弥生土器 甕 （砲弾形） 弥牛前期j,j薬初頭 樫王併行 10 6 

10 01溝 M2 3 22. 1 (6. 6 )  密 良好 にぶい黄褐 IOYR5 3 に ぶ い黄橙 IOYR6 4 条痕． 煤 弥牛土器 甕 （砲弾形） 弥牛前期前袋初頭 1 0  6 

1 1  01溝 M2 1 5. 8 (3. 0) 密 良好 黒褐 7 5YR:l 1 灰褐 7. 5YR4 2 条痕 弥生土器 甕 （砲弾形） 弥生前期前築初頭 樫王併行 10 6 

12 01溝 M2 1 9. 3 (3. 1 )  密 良好 に ぷ い黄橙 IOYR6 4 橙 7.  5YR6 6 条痕． 一又状工具 弥生土器 甕 （砲弾形） 弥生前期前葉初頭 樫王併行 10 6 

13 01溝 Ml ］ 4. I ( I .  6 )  密 良好 黒褐 IOYR3 2 に ぶ い黄褐 IOY1{4 3 条痕 押 し 引 き 弥生t器 甕 （砲弾形） 弥生前期前葉初頭 樫王併行 1 0  6 

14 OJ溝 M l  l 24. 1 6 7 (Z. 4)  I .  7 やや密 良好 にぶ い黄橙 IOYR7 3 灰 N4 条痕 弥生士器 甕 弥生前期 J O  6 

15 01溝 \!2 I 30. 4 6 5 (3. 6) 2. 7 やや密 良好 にぶ い黄橙 IOYR6 3 に ぶ い橙 7. 5YR6 4 条痕 弥生士器 甕 弥生前期 1 0  6 

16 01溝 M2 I 8. 7 (2. 9) 密 良好 に ぶ い黄橙 IOYR7 3 に ぶ い黄橙 1 0YR7 4 条痕 弥化土器 甕か ？ 弥生前期 J O  6 

17 01溝 M2 I 16 .  5 (5. 2) 密 良好 浅黄橙 JOYRS 4 に ぶ い黄橙 J OYR7 4 条痕 弥生土器 小明 弥生前期 ～ 中 期 I O  6 

18 01溝 Ml I 1 1 .  6 (2. 7) やや密 良好 褐 7. SYR4 3 に ぶ い褐 7. 5YR5 4 条痕 弥生土器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 0  6 

19 01溝 Ml 1 9 4 (3. 0) やや粗 良女f 橙 7. 5YR6 6 橙 7. 5YR6 6 条痕 弥生土器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 0  6 

20 01溝 1 6. 7 (2 6) 密 良好 明黄褐 !OYR6 6 にぶい黄褐 IOYRS 3 条痕 弥牛土器 不明 弥牛前 期 ～ 中 期 1 0  6 

21 01溝 M2 I 42. 8 (6. 6 )  やや密 良好 にぶい質褐 10YR5 3 灰黄褐 IOYR5 2 条痕 弥生土器 甕 弥生前期 ～ 中 期 JO 6 

22 0 1溝 i12 1 12 .  6 (3. 4) 密 良好 黒褐 !OYR3 I に ぶ い黄橙 10YR7 4 条痕 弥生土器 小 i)j 弥生前期 ～ 中 期 1 0  6 

23 01溝 Ml 1 35. 9 (6. 1 )  密 良好 に ぶい黄橙 10YR6 4 黄褐 1 0YR4 2 条痕 弥生上器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 0  6 

24 01溝 Ml 1 18. 0 (4. 4) 密 良好 に ぶ い黄橙 !OYR7 4 浅黄橙 1 0YR8 4 条痕 弥生士器 不明 弥生前期 ～ 中 期 J O  6 

25 01溝 �11 1 17 .  0 (3. 3) 密 良好 橙 7. 5YR7 6 橙 7. 5YR7 6 条痕 弥生七器 不明 弥生前 期 ～ 中 期 1 0  7 

26 01溝 Ml I 25. 3 (3. 7) 密 良好 褐灰 J OYR4 1 に ぶい黄橙 IOYR6 3 条痕 弥生土器 甕 弥生前期 ～ 中 期 1 0  7 

27 01溝 Ml 1 8. 8 9.  fi (2. 8) J . O  密 良好 に ぷ い黄橙 IOYR7 4 に ふ い黄橙 10YR6 3 条痕 弥生土器 壺 弥生 中 期 前 葉 朝 日 併行 1 0  7 

28 0 1 溝 Ml I 3. 6 ( J . :l ) 密 良好 橙 5YR6 8 橙 5YR7 8 条痕． 押 し 引 き 弥生十器 壺 弥生中期前葉 朝 H 併行 1 0  7 

29 01溝 M2 01溝l 層 2 19.  3 (2. 3) や や 密 やや不良 明赤褐 5YR5 6 に ぶ い 橙 7. 5YR6 4 口縁押 し 引 き 弥牛土器 甕 弥生中期飢葉 朝 日 併行 1 0  7 

30 ll l i髯 MZ 1 7. 3 ( 1 . 6) 密 良好 橙 7. 5YR7 6 橙 7. 5YR6 6 条痕 条痕 弥生t器 不明 弥生中期前葉 朝 日 併行 1 0  7 

3 1  01溝 Ml I 2.  2 ( I . I )  密 良好 黄橙 !OYR8 6 明 黄 褐 I OYR7 6 条痕 条痕 弥生上器 不明 弥生中期前葉 朝 H 併行 1 0  7 

表1 5
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匡替霊湖閑

闘 出 t 区 層 位 接 合 破片穀 質量 g I I 径cm 底 径cm 器店cm 率
U 径残/ 存] 2 

底
率

径残存 胎土 焼成 外面色調 i: 色般 内 面色 調 t色帳 整
外

形伯i ・ 調整 整内 形
面

・ 調幣
種類 器種 時代 産地 備考 挿l<l 図版/ 12 

32 0 1溝 M2 ］ 8. 2 (3 O) 密 良好 に ぶ い橙 7. 5YR7 4 に ぶ い 橙 7. 5YR7 4 条痕 弥4土器 不明 弥佑中期前栗 朝 I I 併 行 IO  7 

33 01溝 MZ I 5. 6 (2. 7 )  密 良好 に ぶ い 黄橙 10YR7 4 に ぶ い黄橙 10YR7 4 条痕 弥生土器 ？ 不 明 弥生中期前葉 朝 H 併行 JO 7 

34 01溝 M2 I 2. 0 ( I .  8) 密 良好 明黄褐 IOYR7 6 橙 7.  5YR6 6 条痕 ？ 弥牛土器 不明 弥生中期前薬 朝 H 併行 JO 7 

35 01 溝 M2 01溝1層 2 16. 9 (3. 5) 密 良好 橙 7. 5YR6 6 に ぶ い黄橙 IOYR6 3 二 又状工具 弥生上器 壺 弥生中期前薬 朝 日 併行 10 7 

36 01溝 M2 1 7. 0 ( 1 .  9) 密 良好 浅黄橙 7. 5YR8 3 浅黄橙 1 0YR8 :J 弥,,,土器 邸杯 弥生後期 山中 10 7 

37 01溝 M l  I 15 .  8 (3. 4) 密 良好 に ぶ い橙 7. 5YR7 3 灰黄褐 IOYR5 2 靡 き 弥生士器 扁杯 弥生未～古墳初 廻 間 IO 7 

38 01溝 Ml 1 37. 0 (5 . 1 )  密 良好 浅黄橙 10YR8 4 浅黄橙 10YR8 3 弥生土器 高杯 弥生末～古墳初 廻間 10 7 

39 01溝 M2 01溝1層 3 28. 7 (5.  2) 密 良好 浅黄橙 7. 5YR8 3 に ぶ い橙 5YR7 4 穿孔 弥生上器 高杯 弥牛末～ 占墳初 廻間 10 7 

40 0 1溝 Ml 1 59. 5 ( 1 .  6) 密 良好 にぶ い黄橙 IOYR7 3 褐灰 !OYR5 1 指撫で 土帥器 高杯 占墳前期 松河戸 10 7 

41 01溝 M l  I 35. 4 5. 0 (2 .  9) 5. 0 密 良好 にぶい黄橙 IOYR7 4 に ぶ い黄橙 IOYR6 4 土帥器 鉢 占墳時代 (7世紀以前） 10 7 

42 01溝 MZ I 23. 1 (4. 8) 密 良好 に ぶ い 黄橙 1 0YR7 4 に ぶ い 黄橙 IOYR7 4 指押 さ え t師器 小鉢 ？ 古墳後期 (7世紀以前） ミ ニ チ ュ ア ？ 10 7 

43 01溝 M l  I 9. 9 10.  4 (3. 1 )  I .  0 密 良好 に ぶ い橙 7 5YR7 4 浅黄橙 IOYRS 3 刷 毛 目 土師器 小明 古墳後期 (7世紀以前） 10 7 

44 01溝 M2 01溝1層 3 13. 0 9. 5 (3. O) 密 良好 にぶい黄橙 IOYR7 4 に ぶ い橙 7. 5YR7 4 板撫で 刷 毛 H 土師器 甕 占墳時代 (7枇紀以前） 10 7 

45 01溝 MZ B3- III 2 34. 8 12 .  2 (4. 4) 0. 6 密 良好 にぶい黄橙 10YR7 2 に ぶ い 黄橙 IOYR7 3 土帥器 売 古墳後期 (7世紀以前） 10 7 

46 01溝 Ml 1 46. 0 6. 8 (2 .  3) 3. 0 密 良H に ぶ い橙 7. 5YR7 3 灰 N4 板撫で 板撫で 土師器 甕 占墳時代 (7枇紀以前） I I  7 

47 01溝 M2 01溝l 層 3 59. 4 5. 4 ( 1 .  9) 8 5 密 良好 に ぶ い 黄橙 IOYR7 3 明赤褐 5YR5 6 板撫で 土師器 団ギ 占墳時代 (7冊紀以前） 1 1  7 

48 01溝 M2 2 58. 4 7.  0 (3.  6) 5. 0 やや密 良好 明黄褐 IOYR7 6 浅黄橙 !OYRS 4 土帥器 甕 古墳時代 (7世紀以前） 1 1  7 

49 01溝 M2 01溝l 層 5 130. 1 6 1 (3. 9) 9 5 密 良好 に ぷ い 黄橙 IOYR7 3 に ぶ い黄橙 IOYR7 3 指押 さ え 板撫で 土師器 甕 占墳後期 (7Jlt紀以前） 1 1  8 

50 01溝 Ml I 5. 3 ( 1 .  9) や や 密 良 好 灰 黄 褐 10YR4 2 褐灰 !OYR4 I 刷 毛 且 土師器 甕 不 明 I I  8 

51 01溝 Ml I 6. 1 (2.  O) やや密 良好 灰黄褐 !OYR6 2 灰黄褐 IOYR5 2 板撫で 刷 毛 H 士師器 甕 不 明 1 1  8 

52 01溝 M l  1 4. 6 (2. 3) 密 良好 灰黄褐 1 0YR5 2 に ぶ い黄橙 IOYR6 3 刷 毛 H 土師器 甕 7世紀以降 11 8 

53 01溝 M2 I 5. 2 (2. 2) や や 密 良好 にぶ い黄橙 IOYR6 3 にぶい黄橙 IOYR6 3 刷 毛 目 刷 毛 H t師器 甕 不 明 I I  8 

54 01溝 Ml B3- ll 2 62. 3 (3. 2) 12 .  0 密 良好 浅黄橙 7. 5YR8 6 浅黄橙 7.  5YR8 3 指押 さ え 上師器 ミ ニ チ ュ ア ？ 不 明 I I  8 

55 01溝 M l  5 15. 5 I I .  5 (2. 9) I. 3 密 良好 灰 N5 灰 N5 削 り 須恵器 杯身 6世紀末-7泄紀初 I! ， 
56 01溝 M2 01溝1 層 6 27. 2 I I .  8 (3.  5) I. 5 密 不 良 灰黄褐 IOYR6 2 に ぶ い 黄橙 10YR7 2 須恵器 杯 身 7世紀 1 1  ， 
57 01溝 M2 3 52. 2 1 2 .  8 4 0 3. 4 0. 4 8 0 密 良好 灰白 5Y7 1 灰 5Y6 1 削 り ． 日 然釉 須忠器 杯身 7批紀 II ， 
58 01溝 M l  7 1 2 1 .  9 7. 9 3. 2 4. 9 7. 0 12 .  0 やや密 良好 緑灰 5G5 I オ リ ー プ灰 2. 5GY5 I 削

面線
り 、刻 底

あ
部
り

外 須恵器 短頸壺 7批紀 11 17  

59 0 1溝 Ml C3.D4 · D3 皿 ， 516. 2 8. 8 (4. 4) 7. 5 密 やや不良 黄灰 2. 5Y6 1 黄灰 2. 5Y6 I 掻 き fl ? 削 り 須恵器 提瓶 7jll: 紀 I I  ， C2 1 .  14揖Ml

60 01溝 M l  密 やや不良 黄灰 2 5Y6 I 黄灰 2. 5Y6 I 打盃 き El ? 打lj り 須恵器 提瓶 7世紀 59 と l能o]
一個

高
体 11  ， の ,r 性 い

61 01溝 MZ 2 103. 1 23. 2 (5.  6) 2. 6 密 不 良 にぶ い黄橙 10YR6 3 に ぶ い黄橙 10YR7 3 削 り 須恵器 鉄鉢 8世紀 1 1  8 

62 01溝 M2 01溝 1 1惰 6 162. 4 22. 7 (6.  4) 3. 2 密 良好 灰 N6 灰 N6 須恵器 欽鉢 8枇紀 63 と 同能
一個

高
体 I I  8 の 可 性 い

63 01 溝 M2 密 良好 I火 N6 灰 N6 須恵器 鉄鉢 8世紀 I I  8 
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掲載 出土区 層位 接合 俵片穀 質量 g 口径cm 底径cm 器高cm 1 1径残存 底径残存 胎七 焼成 外向色調 十色帳 内面色調 土色輯 外整形面 ・ 淵幣 呼内形曲 ・ 調 悴 種類 器神 時代 産地 備考 挿 図 図版番号 率 /1 2 率 /12
64 0 1溝 Ml I 3 7 (2. 8) やや粗 良好 灰黄 2. 5Y7  2 灰 黄 2. 5 Y 7  / 2  自 然釉 自 然釉 山茶碗 小碗 12世紀世紀中 南部系 J I  10 

65 01溝 Ml 1 12 .  3 4. 0 ( I .  7) 3. 0 やや料l 良好 に ふい黄橙 10YR7 '2  にぶい黄橙 10YR7 3 山 茶碗 小碗 1 2世紀世紀中 南部系 l l  J O  

6 6  OJ溝 Ml I J: l  3 5. 0 ( I .  5) 2. 5 密 良好 にぶい黄橙 10YR7, 2 にぷい黄橙 JOYR7 ; 2  山 茶 碗 小ll1[ 12世紀後-13枇紀前 南部系 JI  10  

67 01溝 �11 B3- ll 4 6 1 .  9 15 .  6 8. 0 4. 2 I. 0 5. 0 やや柑 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰 黄 2. 5 Y 7  2 回転糸切 り 痕 底部内面使用痕 山茶碗 碗 12世紀- 1 3 世紀 南部系 1 1  10  

68 01溝 Ml I 18. 5 16 .  4 (2. 6) 2. 0 やや粗 良好 灰 黄 2. 5Y7, 2 灰 黄 2. 5 Y 7  2 煤 ？ 付済 山茶碗 碗 12柑紀- 13世紀 南部系 1 1  10  

69 01溝 Ml 2 20. 0 14 .  4 (3. 7) 2. 0 密 良好 灰 白 5Y7 2 浅黄 5Y7 3 自 然釉付箔 山 茶碗 碗 12世紀-13世紀 南部系 11 JO  

70 01溝 Ml I 39. 3 6.  6 (2. 0) 3 .  0 密 良好 灰黄 2. SY7  2 灰 黄 2. 5 Y 7  2 回転糸切 り 痕 山茶碗 碗 1 2世紀-]3冊紀 南部系 I I  ]I) 

71 01涌 M2 5 247, 2 9 7 (3. 7) 12 .  0 やや粗 良好 にぶい黄橙 1 0YR7, 2 にぶい黄橙 10YR7 1 2  阿転糸切 り 痕 山 茶碗 碗 12世紀-13世紀 南部系 1 1  17  

72 01溝 M3 C4 ill 2 4. 1 13 . 0 (2. 3) 1 . 4  密 良好 浅黄 2. 5Y7 3 灰 黄 2. 5 Y 7  2 山茶碗 碗 14世紀-15世紀 北部系 II JO 

73 NR M3 1 14. 6 (2. 7 )  やや粗 良好 浅黄橙 10YR8 4 にぶい黄橙 IOYR7 2 隆帯 縄文土器 深鉢 縄文中期 12  1 1  

7 4  NR M3 01 - 1 . 0 1 -2  4 83. 0 18.  4) 密 良好 にふい黄橙 lOYR7 3 明 褐 7. 5YR5 6 条痕後撫でか ？ 縄文 r器 深鉢 縄文後期以降 12 1 1  

75 NR M3 0 1 - 1 . 0 1 - 2  10  659. 9 8. 0 ( 15 . 1 ) 12 .  0 密 良好 にぶい黄橙 10YR6 1 にぶい黄褐 JOYR5 3 煤付着 縄文土器 深鉢 縄文後期以降 12 1 1  

7 6  NR M3 2 26 9 (8. O) 密 良好 にぷい黄橙 !OYR6 3 にぶい黄橙 IOYR7 4 削 り 縄文七器 深鉢 縄文晩期 12 II  

77 NR M3 I 14. 7 (3. 7 )  密 良好 にぶい黄橙 10YR7 4 にぶい黄袴 1 0YR7 4 撫で． 煤 撫で 縄文土器 深鉢 縄文晩期 12 1 1  

7 8  NR M3 I al 4 (4. J )  粗 不 良 にぶい黄橙 IOYR7 4 にぶい黄橙 IOYR5 3 押（貝し殻引 ）き 縄文土器 深鉢 縄文晩期 12 1 1  

7 9  NR M3 1 2 1 .  2 (3. 4) やや密 良好 に ぷ い褐 7. 5YR5 4 に ぶ い褐 7. 5YR5 4 押
張

肝
り 付け突帯 弥生上器 甕 弥牛前期前葉初頭 樫王併lr 12 IO 

80 NR M3 I 8. 7 (3. 3) やや密 良好 暗灰 N3 に ぶい赤褐 5YR4 4 条痕 弥生土器 甕 （砲弾形） 弥生前期前棄初頭 樫王併行 12 10 

81  NR M3 I 5. 8 ( ! .  4) やや密 良好 に ぶい黄橙 lOYR7 3 橙 5YR6 fi 条痕 押 し引 き 弥生十器 壺 弥生中期前染 朝 R 併行 12  10 

82 NR M3 2 22. 5 (4. 8) やや粗 良好 暗灰 N3 灰 白 IOYR8 2 条痕 弥生土器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 2  10  

83 NR M3 I 1 1 .  7 (3. 3)  密 良好 黒褐 7. 5YR3 2 に ぶ い 褐 7. 5YR5 4 条痕 弥生上器 小明 弥牛前期～ 中 期 12  10 

84 NR M3 I I I .  6 (3. 3) やや密 良好 にぶい黄橙 !OYR7 3 にぶい黄橙 IOYR7 3 条痕 弥生土器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 2  10  

85 NR M3 I I I .  2 (3. 7 )  やや密 良好 暗灰 N3 掲灰 lOYRS 1 条痕 弥生十器 不明 弥生前 期 ～ 中 期 12 10 

86 NR M3 I 9. 8 (4. 4) やや密 良好 に ぶ い褐 7. 5YR6 3 明赤褐 5YR5 6 条痕 弥生士器 不明 弥生前期 ～ 中 期 1 2  1 0  

87 NR M3 01 - J  OJ -2  1 5  190. 8 8. 4 (3. 9) 9. 5 やや粗 良好 明赤褐 5YR5 6 灰褐 5YR4 2 条
底

痕部圧掻痕
き 上げ． 煤付府 弥生土器 甕 弥生前期 12 17  

88 NR M3 I 37. 3 7. 5 ( 1 .  3) 2.  7 やや密 良好 にぶい黄橙 !OYR7 3 灰 N5 条痕 剥がれ 弥牛上器 甕 弥生前期 12 10 

89 NR M3 I 13. 8 (3. 7) 密 良好 にぶい黄橙 !OYR7 4 にぶい黄橙 IOYR7 4 条痕． 跳ね上げ文 弥生土器 壺 弥生中期前葉 朝 日 併行 1 2  10  

90 NR M3 0 1 - 2  4 42. 9 13 .  l (4. 3) 2. 5 やや粗 良�I 暗灰 N3 灰黄 2. 5Y7  2 条痕 弥生上器 壺 弥生中期前葉 岩滑 12 JO 

9 1  NR M3 5 6:l. 8 5. 5 (8. 3) 4. 5 やや粗 良好 灰黄褐 IOYR5 2 瓢
10YR4 1 板か怜削 り 弥生土器 壺 弥生中期 12 1 2  N3 

92 NR M3 0 1 - 1 .  0 1 -2  7 52. 6 lO. 6 (6. 4) I. 3 やや密 良好 灰 白 IOYRS 2 にぶい黄橙 10YR7 2 崩毛 fj , 板撫で 刷 毛 H 弥生土器 壺 弥牛中期～後期初頭 信Jtl 系持込 l� 12  

93 NR M3 OJ - I . 0 1 - 2  15 90. 6 ( 1 1 . 8) やや密 良好 にぶい黄橙 IOYR7 3 に ぶ い橙 7. 5YR7 4 刷 毛 H 刷 毛 H 弥生t器 壺 弥牛中期～後期初頭 信州系持込 12 12  

94 NR M:l I 9 8 14 .  3 (2 7) 0. 8 密 良好 に ぶい橙 7. 5YR7 3 灰褐 7. 5YR6 2 」． 師器 甕 古墳時代 (7世紀以前） 12 12  

95 NR M3 D6 III 2 5. 9 12 . 1 (2.  0) 1. 4 密 良好 灰 白 2 .  5Y7 I 灰 白 2 .  5Y7 1 須恵器 杯嘉 7 世紀 12  12  
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誓悶 出上 区 層 位 接 合 厳片致 質星 g 口 径cm 底径cm 器高cm 率
口 径 残/存

1 2  底年 径 残/存
1 2  胎士 焼成 外面色調 土色軟 内 面色調 土色献 整

外
形
面

・ 調整 整内 形
面

· 調 整 種類 器種 時代 産地 備考 挿図 図版

96 NR M3 01溝I層 5 131 . 0  9 .  5 5.  7 3. 1 2.  5 12 .  0 密 良好 灰 白 N 7  灰 白 N 7  須恵器 杯身 71廿紀 12 18 

97 NR M3 I 8. 3 10 .  3 (2.  6) 0. 7 密 良好 灰 N6 灰 N6 須忠器 杯身 7世紀 1 2  1 2  

98 NR M3 O J - I  6 59 2 6. 4 (3. 2) 9. 0 密 良好 黄灰 2. 5Y6/l 灰黄 2.  5Y7 2 須恵器 杯身 7世紀 1 2  1 8  
C Z  I 

99 NR M3 111 - 1 . 01 -2. 6 35. 4 ( 10 .  5) 密 良好 灰 白 N 7  灰 白 N7 掻 き 日 '/ 剥がれ 須恵器 提瓶 7柑紀 12 12 
B3 1 

100 NR M3 I 4. 0 18.  8 (0. 8) 0.  7 密 良好 灰 I'」 2. 5Y7 I 灰 白 2 .  5Y7 I 須恵器 杯甚 8但紀 Jc 12 

101  NR M3 I 53 6 7. 9 3 . 4 2. 4 1. 4 1 2  0 やや粗 良H 灰 白 5Y8, I 灰 白 2 .  5Y8 2 回 転 糸切 り 痕 使用か ？ 山茶碗 小llil 12他紀後- 13世紀前 南部系 12 18 

102 NR M3 0 1 - 1  2 67. 4 7. 8 (4. 4) 3. 3 やや粗 良好 褐灰 IOYR6 I 黄灰 2. 5Y5 1 漆 門寸着 山茶碗 碗 12- 13世紀 南部系 12 12  

103  14溝 M l  O J - 3  3 64. 1 10 7 5 2 3. 3 3. 5 9. 0 やや粗 良好 灰 白 5Y7 I 灰 白 5Y7 I 山茶碗 小碗 1 2世紀中 南蔀系 1 3  1 8  

104 14溝 M l  2 22 1 15 .  3 (4. 4) 2. 0 や や 密 良 好 灰 白 ! OYR7 I にぶ い黄橙 JOY? 2 山茶碗 碗 12世紀中 南部系 13  1 2  

105 14溝 Ml 1 27. 3 7. 0 ( ! .  8) 2. 2 密 やや不良 灰 白 5Y7 I 灰 白 2 5Y8 2 回転糸切 り 痕 使用 か ？ 山 茶碗 碗 12世紀中 南部系 13 12  

106  02溝 I 2. 3 16 .  8 ( 1 .  8) 0. 3 密 良好 灰 白 2. 5Y8 1 灰黄 2. 5Y7 2 山茶碗 碗 14-1 5戦紀 北部系 13 1 2  

107 15溝 M2 1 30. 3 (7 .  8) 密 良好 明黄褐 !OYR7 6 橙 7.  5YR7 6 縦羽状 弥生土器 甕 弥生前期 16 15 

1 08 15溝 M2 l 4. 2 (2. 4) 密 良好 灰 白 2 .  5Y7 1 灰黄 2. 5Y7 2 自 然釉 自 然釉 須恵器 不 明 不 明 16 1 3  

109 1 5溝 M l  l 20. 1 1 2 .  2 (2. 3) 0. 6 密 良好 灰 白 5Y7 I 黄灰 2. 5Y6 1 t'l 然釉付着 須恵器 杯身 8世紀 金属器写 し 16 1 3  

1 1 0  15溝 1 94. 1 (7 .  8) 密 良好 黄灰 2 5Y5 I 浅黄 2. 5Y7 3 叩 き 痕 自 然釉 須恵器 甕 不 明 16 1 3  

] J I  15溝 M2 1 ]. 7 14 3 ( ! .  4) o. 6 密 良好 I火 白 2. aY8 1 灰 白 2.  5Y7 I 灰釉陶器 碗 不明 !6 13  

1 1 2  1 5溝 M2 05-3 3 189. 7 7. 3 (3. OJ 10. 0 やや密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7 2 阿 転 糸 切 り 痕 使用 山茶碗 碗 12世紀 南部系 16 18  

1 13  1 5溝 M l  3 55. 9 16 .  7 8. 0 4.  9 0. 6 0. 3 や や 密 良好 灰 白 5Y7 I オ リ ー プ黄 5Y6 3 ri 然釉 山茶碗 碗 12-1 3批紀 南部系 16  1 3  

1 1 4  15溝 MZ 1 8. 9 16 .  8 (3. 0) 0. 4 やや粗 良好 灰黄 2. 5Y6 2 灰黄 2. 5Y7  2 自 然釉 山茶碗 碗 12- 13世紀 南部系 16 1 3  

1 1 5  15溝 M2 I 14. 4 8. 0 ( 1 .  7 )  3. 3 やや粗 良好 灰 白 2 .  5Y7 l 灰 白 2. 5Y7 1 山 茶碗 碗 12-13世紀 南部系 16  1 3  

1 1 6  15溝 I 58 8 8. 6 (2.  2) :J. 0 やや粗 良好 灰 白 5Y6 1 灰 白 5Y7 1 使用 ？ 山茶碗 碗 12-13世紀 南部系 16  1 3  

1 1 7  15溝 M2 4 15. 0 8. 7 6 2 I . I 2. 0 7. 9 密 良好 灰 白 2 .  5Y7 1 灰 白 2.  5Y7 1 回 転 糸 切 り 痕 自 然釉 山茶碗 皿 14-15世紀 北部系 16  1 3  

l l 8  15溝 D6 皿 2 14. 4 8. 1 5.  3 I. 2 3. 3 5. 5 密 良好 灰 白 5Y7 I 灰 白 5Y7 2 回 転 糸切 り 痕 指
然

撫
釉

で痕． 自 山茶碗 皿 14- 15世紀 北部系 16  1 3  

1 1 9  1 5溝 I 111. 7 8. 6 4. 3 I. 2 2. 4 :i . 5 密 良好 灰 白 2 .  5Y8 2 灰 白 2 .  5Y8 2 回 転 糸切 り 痕 山 茶碗 llll 14-15枇紀 北部系 16 13 

1 20 15溝 M l  3 38. ] 5. 0 ( 1 .  5) 7. 5 密 良好 灰 白 2 .  5Y8 1 灰 白 2 .  5Y8 I 回 転 糸 切 り 痕 指撫で痕 山 茶碗 碗 1 4 - 1 5世紀 北部系 16 13 

121 15溝 M l  4 20. 9 12 . 1 (2. 8) 2.  9 密 良好 黄灰 2. 5Y6 l 黄灰 2. 5Y6 I 山 茶碗 碗 1 4 - 1 5 世紀 北部系 16 14 

1 22 15溝 M2 1和3 5 26. ! 1 1 . 4 5. 1 2. 3 2. 6 4. 0 密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7  2 山茶碗 碗 14-15世紀 北部系 16 14 

1 23 1 5溝 M2 15 - 1  10  65 .  7 12 .  0 4 9 2.  5 h. 2 10.  8 密 良好 灰褐 7. 5Y6 2 灰黄褐 JOYR6 2 山茶碗 碗 14-15世紀 北部系 16  1 8  

1 24 15溝 M2 2 50. 1 1 1 .  5 5. 0 2. 8 5. o 6. 0 密 良好 灰 白 2 .  5Y8 2 灰 白 2. 5Y8 • 2  回 転 糸 切 り 痕 山茶碗 碗 14-15111: 紀 北部系 16  14 

125 15溝 M2 1 5 - ]  12  125 .  5 1 1 .  5 4.  6 3. 5 12 .  0 12 .  0 密 良好 灰黄 2. 5Y7 , 2 灰 白 2 .  5Y8 2 回 転 糸 切 り 痕 籾殻圧痕 山茶碗 碗 1 4 - 1 5世紀 北部系 16 18 

1 26 1 5溝 Ml 05-3 3 46. 2 4. 5 (2. 5) I I .  0 密 良好 灰 白 5Y7 I 灰 白 2 .  5Y8 2 板
回 転n n糸:切

痕
り 痕 指撫で痕 山 茶碗 碗 1 1 - 1 5世紀 北部系 16  14  

1 27 15溝 Ml 3 58. 2 5. 6 (2. 6) 6. 0 密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7 Z 山茶碗 碗 14- 15泄紀 北部系 16 H 
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128 1 5溝 M2 05 -3 2 39. 7 4. 8 ( 1 .  7) 12 .  0 密 良好 灰白 5Y7 2 灰 白 5Y7 2 指撫で痕 什l茶碗 碗 1 1 - 1 5 世紀 北部系 16 ]4 

129 1 5溝 M2 2 29. 9 5. l (2. 5) 2. 1 密 良好 に ぷ い黄橙 1 0YR7 2 に ぷ い黄橙 1 0YR7 2 指撫で痕 山茶碗 碗 1 4 - 151仕紀 北部系 16 14  

130 1 5溝 I 52. 9 6. 3 (2. 6) 5.  7 密 良好 灰 白 5Y7 2 l;1(黄 2. 5Y7  2 底部板 H 圧狼 指撫で狼 山茶碗 碗 1 4 - 15世紀 北部系 16 14 

1 3 1  1 5溝 Ml 1 37. 9 5. 8 (2. 6) 4 1 密 良好 灰黄 2. 5Y7  2 灰 白 5Y8 2 削 り 釉 白磁 碗 小 明 1 6  1 6  

132 1 5溝 M2 D5 ill . 05-l  11  121 .  5 13 .  0 5. 5 5.  3 2.  6 7. 0 密 良�I 灰 白 2 .  5Y8 2 淡黄 2. 5Y8 3 釉 釉 陶 器 平碗 l 5 llt紀前半 古瀬戸 16 18  

133  1 5溝 1 15 .  5 14. 5 (1. O) o. 4 密 良好 赤黒 !OR2 I に ぶ い赤褐 5YR4 ':J  釉 釉 陶器 天 H 茶碗 15柑紀前半 古瀬戸 16 16 

134 15溝 I 30. 1 16 . 8 (4. 5) 0. 3 やや粗 良好 にぶい赤褐 5YR4 3 昭赤褐 5YR3バ｝ 釉 釉 淘器 鍋 15世紀 古瀬戸 16 1 5  

135 1 5溝 M l  3 86. 6 19 .  0 9. 3 5. 0 1. 0 3. 1 密 良好 灰黄 2.  5Y7; 2 灰黄 2. 5Y7  2 削
LI縁

り
釉． 底 部 L1縁釉 陶器 小 明 1 5  [II紀 ？ 占瀬戸 16 16 

136 1 5溝 1 22. 9 26. 8 (4. 0l 0 .  3 密 良好 浅黄 5Y7 :i 浅黄 5Y71 3 釉 釉 陶 器 折絲深llll 1 5世紀後半 古瀬戸 16 16 

137 1 5溝 M2 1 5 - 1  3 25. 8 30. 4 (4. 0) 0. 4 やや密 良好 にぶい赤褐 2. 5YR4 4 にふい赤褐 2. 5YR4 :J 釉 釉 陶 器 揺 鉢 15柑紀後半 古瀬戸 ？ 16  !S  

138 1 5溝 Ml 4 28. 6 34. 0 (2. 5) 1. 7 やや密 良好 灰褐 5YR4 2 褐灰 5YR1 1 釉 釉 陶器 播鉢 15柑紀後半 古瀬戸 16 15  

139  1 5溝 M2 1 5 - 1  2 101 .  8 1 1 . 1 (5. 4) 1 9 やや密 良H 灰褐 5YR5 2 褐灰 5YR5 1 釉 釉． 卸 H 淘 器 揺鉢 1 5世紀後半 占瀬戸 1 7  1 5  

140 15溝 M2 B6 ill 3 33. 9 8 4 (S. 7) 0. 8 やや粗 良好 にぶ い赤褐 5YR5 3 I火 黄 2. 5Y7 2 釉 卸 H 陶 器 揺鉢 I S 世紀後半 古淮戸 17 15  

141  1 5溝 M2 密 良好 灰 オ リ ー プ 7 SY6 2 灰 オ リ ー プ 7. SYG 2 釉 釉 淘器 不明 1 5世紀 ？ 占瀬戸 ？ H l - 1431よ I司 1 7  1 6  -· 個体

142 1 5溝 M2 密 良好 灰 オ リ ー プ 7 5Y6 2 I火 オ リ ー プ 7. 5Y6 2 釉 釉 陶 器 イ澗j 1 5世紀 ？ 占 瀬 戸 ？ 1 4 1 - 1 4 3 は 同 1 7  1 6  •個体

143 1 5溝 M2 D5 fil . 15-1  8 292 .  7 9.  5 ( I .  3) 3. 5 密 良好 灰 オ リ ー プ 7 5Y6 2 I火 オ リ ー プ 7. 5Y6 2 釉 釉 陶 器 不 明 1 5世紀 ？ 占瀬） ; ,  1 1 1 - 1 43 1 よ I司 1 7  1 6  l 個体

144 15溝 M2 6 2 1 .  4 10. 2 (S. 6) 0. � 密 良好 黒褐 5YR3 I 暗赤褐 5YR3 2 釉 釉 陶器 天 H 茶碗 17世紀 瀬戸美濃 1 7  16 

145 05溝 M3 I 26. 9 17 .  8 (3. 7) 0 7 密 良好 橙 7. 5YR7 6 に ぶ い黄橙 IOYR7 :J 棚毛 H 、 板撫で 刷 毛 H t帥器 甕 7ill: 紀 1 8  1 5  

146 05溝 Ml 2 5. 8 12.  2 (2. 0) 1 5 密 良好 浅黄 2. 5Y7 4 浅黄 2. 5Y7 4 灰釉陶器 碗 + 明 18 13 

147 05溝 Ml I 42. 4 5. 0 (1 9) 12 .  0 密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7  2 使用 か ？ 灰釉陶器 碗 JO世紀 18 1 3  

148 05溝 M l  I 16 .  5 15 .  8 13 .  6)  0. 8 密 やや不良 に ぶい黄橙 10YR7 3 にぶい黄橙 IOYR7 2 山茶碗 碗 1 1枇紀後-12世紀初 南 部系 1 8  1 3  

149 05溝 M l  I 26. 0 7. 2 (2. 4) 2. 5 やや密 良好 浅黄 2. 5Y7 :1 浅黄 2. 5Y7 3 山 茶碗 碗 1 1世紀後-1 2世紀初 南部系 18 13 

1 50 05溝 M l  I 3. 5 7. 8 3 8 I. 0 0. 8 2. 0 密 良好 灰 白 2. 5Y7 I 灰 白 2 .  5Y7 1 山 茶碗 llll 14-15枇紀 北部系 18 13 

151  05溝 M l  I 3. 3 7. 6 4. 8 0. 8 1 .  0 ]. 5 密 良好 灰黄 2. 5¥7  2 灰黄 2. 5Y7 2 山茶碗 1Ill 14- 15世紀 北郎系 1 8  13 

152 05溝 M2 05- J  2 5. 7 8. 3 5.  6 I .  0 0 5 4.  0 密 良好 灰黄 2. 5Y7  2 灰黄 2. 5Y7 2 山茶碗 皿 ] 4 - 15世紀 北部系 18 J:l 

153 05溝 M2 I 4. 5 8. 4 4. 8 l. 0 I 5 2.  0 密 良好 灰 白 2.  5Y7 1 灰 白 2. 5Y7 1 山茶碗 ffil 1 4 - 1 5世紀 北部系 ]8 13 

154 05溝 M3 15溝 2 33. 4 8. 1 o.  2 I .  0 8. () 10. () 密 良H 灰検 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7  2 圃転糸切 り 痕 山茶碗 fill 1 1-15世紀 北部系 18 l8  

155  05溝 M3 1 6. 6 8. 2 4. 0 1 . 1 0. 5 2.  5 密 良好 灰黄 2. 5Y7  2 灰黄 2. 5Y7 2 阿転糸切 り 痕 山茶碗 Jill 14-15世紀 北部系 18 1:J 

156 05溝 M2 D5 ill .  D5 Il 3 36. 3 I I .  6 5. 0 2. 2 2. () 9. 0 密 良好 灰黄 2. SY7  2 浅黄 2. 5Y7 3 同転糸切 り 痕 山 茶碗 小碗 11-15世紀 北部系 18 18 

157 05溝 MZ ] 5-02. 03. 5 7 1 .  0 12 .  0 4. 4 2. 3 8. 0 8. 0 密 良好 灰黄 2. SY7 2 I火 黄 2. 5Y7 2 山 茶碗 碗 14-15枇紀 北部系 18 18 05- 1  

158 05溝 M2 1 58. 7 12 .  0 1.  6 3, 0 6. 0 7 0 密 良好 灰黄 2 5Y7 2 浅黄 2. 5¥7 3 i"I転糸切 り 痕 山茶碗 碗 14-15世紀 北部系 1 8  1 4  

159 05溝 M3 05 - J  3 27. 9 12 . 0 4. 0 2 8 1. 5 4 0 密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2 5Y7 2 [aJ転糸 切 り 痕 山茶碗 碗 14- 15世紀 北部系 18 13 
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160 05溝 M3 I 44. 8 13 .  0 4. 0 2. 6 3. 0 6. 0 密 良好 浅黄 2. 5Y7 3 浅黄 2. 5Y7 3 回転糸切 り 痕 山茶碗 碗 14-15批紀 北部系 18 14 

161  05溝 M3 3 36. 3 12 .  2 5. 0 2. 7 0. 3 7. 0 密 良好 浅黄 2. 5Y7.'3 浅黄 2. 5Y7 3 回転糸切 り 痕 自 然釉 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 14 

162 05溝 �13 C4 ill . E5ill  4 31.  7 13 .  0 (2. 7) 4. 5 密 良好 灰 白 IOYR7/J 灰 白 IOYR7 I 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 14  

]63  05溝 M3 2 30. 5 4. 0 (3. O) 1. 5 密 良好 淡黄 2. 5Y8 '4 淡黄 2. 5Y8/4 漆 ？ 付着 山茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 13  

164  05溝 Ml I 17. 7 13 .  2 3. 2 4. 3 I. 5 ]. 0 密 良好 淡黄 2. 5Y8/3 淡黄 2. 5Y8 3 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 13  

165 05溝 M3 15-2  2 12. 7 15 .  0 (3. 8) 2. 0 密 良好 灰 白 5Y8 2 灰 白 5Y8/2 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 13 

166 05溝 Ml 1 13. 3 5. 2 (3. O) 2. o 密 良好 灰黄 2. 5Y7 2 灰黄 2. 5Y7 2 指撫で 山 茶碗 碗 14-1 5世紀 北部系 18 14 

167 05溝 Ml 1 17. 8 4. 8 (1 8) 4 5 密 良好 にぶい黄橙 IOYR7 4 明黄褐 10YR7 16 回転糸切 り 痕 指撫で 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 14  

168  05溝 M2 I 28. 5 1 . 4 (2. 4) 6. 0 密 良好 浅黄 2. 5Y7 3 浅黄 2. 5Y7  3 回転糸切 り 痕 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 14 

169 05溝 \12 I 24. 4 7. 0 (2. 5) 3. 0 密 良好 淡黄 2. 5Y8/4 淡黄 2. 5Y8 3 山茶碗 碗 14�15世紀 北部系 18 14  

170 05溝 M3 1 28. 2 8. 0 (Z. 9) 3. 0 密 良好 灰 白 2. 5Y7 1 灰 白 2 .  5Y7 1 同転糸切 り 痕 山 茶碗 碗 14-15世紀 北部系 18 14  

1 7 1  05溝 Ml 1 13. 3 (2. 2) 密 良好 緑灰 10G6 1 緑灰 IOG6 I 釉 釉 青磁 盤 14世紀以降 龍泉窯 18 16 

172 05溝 Ml 2 8. 1 ( I .  5) 2. 0 密 やや不良 灰 白 7. 5YR8 2 灰 白 7 .  5YR8 2 指押 さ え 指撫で 上帥器 皿 不 明 1 8  1 5  

173 05溝 M l  15-2. D5 皿 8 50. 3 18. 2 (3 O) 4. 0 密 良好 にぶい黄橙 IOYR7 3 浅黄杓 10YR8 3 t帥器 皿 15世紀後半 京都系 18 15 

174 05溝 M3 I 54. 8 5. 6 ( 1 . 6) 7 .  0 密 良好 灰黄 2. 5Y6 2 灰黄 2. 5Y7  2 楼回転付糸着
切 り 痕． 断向に 漆付着 隕器 縁釉,J、Illl 15世紀 古瀬戸 18 15 

175 05溝 M3 I 32. 0 28. 0 (2. 7) 0. 3 やや粗 良好 灰 5Y6 1 灰 5Y6 I 陶器 片 口 鉢 15世紀前半 古瀬戸 18 15 

176 05溝 Ml 15 - 1  2 44. 2 26. 0 (4. 6) I 2 密 良好 にぶい赤褐 2. 5YR5 3 灰赤 2. 5YR4 2 釉 釉 陶器 揺鉢 15世紀後半 古瀬戸 18 15 

177 05溝 M2 E5 ffi 2 51 . 0 27. 0 (4. 0) 1 . 4 密 良好 に ぶ い褐 7. 5YR5'3 に ぶ い褐 7. 5YR5 3 釉 釉 陶器 鍋 ま た は 釜 15世紀 古瀬戸 18 15 

178 05溝 M2 05-J 3 76. 7 30 0 (JO. 9) 0. 8 密 良好 に ぶい橙 7. 5YR6 4 に ぶ い褐 7. 5YR6 3 釉 釉 陶器 鍋 ま た は 釜 15世紀 古瀬戸 18 15 

179 05溝 M2 l 8. 9 3. 7 (0. 6) 3 .  0 密 良好 橙 5YR6 6 に ぶ い橙 5YR6 4 陶器 重ll!IJJil 16世紀 瀬戸美濃 18 15 

180 C4 Ill 1 16. 8 (3. 6) やや密 良好 浅黄橙 IOYR8 4 に ぶい黄橙 10YR7 4 縄文 ’ 縄文土器 深鉢 縄文中期 21 16 

181 B3 皿 I 52. 1 (6 ! )  やや粗 良好 にぶい赤褐 5YR4 3 に ぶい赤褐 5YR4 3 隆帯． 縄文 縄文土器 深鉢 縄文中期 21 16 

182 I I 29. 9 6. 5 ( :l. 6) I. 0 やや密 良好 に ぶ い橙 7. 5YR7 14 橙 7. 5YR616 削 り 削 り 縄文土器 深鉢 不明 21 l6 

183 A4 m 1 25 7 (4. O) やや密 良好 灰褐 7. 5YR5 2 灰 褐 7. 5YR4/2 押
張

圧
り 付け突帝 弥4土器 甕 弥生前期前葉初頭 樫王併行 21 16 

1 84 B3 m 1 14. 9 (4. 2) 密 良好 灰黄褐 IOYR6/2 にふい黄橙 JOYR6!3 条痕 弥牛土器 不明 弥生前期～ 中 期 21  16  

185 A4 ill I 5. 4 (3. 7) 密 良好 に ぶ い橙 7. 5YR6 4 に ぶ い橙 7. 5YR6/4 条痕 弥生土器 不明 弥生前期～ 中 期 21  16 

186 D3 III 1 17. 5 (3. 9) やや密 良好 浅黄橙 lOYRS/3 黒褐 7. 5YR3 1 条痕 弥生土器 不明 弥生前期～ 中 期 21  16  

187 C3 m 1 25. 3 (4. 9) 密 良好 灰黄 2. 5Y7/2 橙 7. 5YR6/6 条痕 弥生土器 1、 明 弥生前期 ～ 中 期 21  16  

188 B3 ill 1 21.  8 (5. 4) やや密 良好 灰褐 7. 5YR4; 2 にぶい黄褐 10YR5/3 条痕 弥生土器 不明 弥生前期～ 中 期 21  16  

189 A4 ill 1 121 .  7 6. 7 (3. 7) 5. 0 やや粗 良好 にぶい黄橙 IOYR7/4 に ぶい黄橙 JOYR7 13 条痕 弥生t器 甕 弥生前期 21 16 

190 D3 m I 24. 2 6. 2 (3. O) 2. 7 やや密 良好 賠褐 7. 5YR3 3 明赤褐 5YR314 条痕． 底部布 H 弥生土器 甕 弥生中期 21 16 

191 C4 III I 44. 4 (4. O) 密 良好 浅黄橙 7 5YR和3 橙 7. 5YR7 6 刷毛後撫で後 弥生土器 器台 弥生未～古墳初 21 17  
磨 き
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192  CZ I 2 23. 5 (.1. 0) やや密 良好 に ぶ い黄橙 10YR7 4 浅黄橙 1 0YR8 13 七師器 小明 古墳後期 (7枇紀以前） ミ ニ チ ュ ア ？ 2 1  17  

193 D3 ill 2 20. 5 1 6 .  8 (2. 7) 0. 8 密 良好 橙 2 5YR6 6 に ぶ い橙 7. 5YR7 1 撫で 刷 毛 日 土師器 甕 古墳後期 (7世紀以前） 2 1  1 7  

1 94 B3 ill I 219 .  5 8. 7 4.  3 5. 9 10.  0 12 .  0 密 良好 屈 !OYR8 > 2  灰 白 IOYRS 2 指撫で 指撫で、 板樵で t師器 小鉢 不明 2 1  N4 灰 NS 1 8  

195 A4 ill 1 1 1 .  9 14 . 1 (2.  9) 0. 3 やや粗 良好 にぶ い黄橙 10YR7 '4 に ぶ い黄橙 10YR7; 4 土師器 甕 不 明 2 1  1 7  

1 9 6  C 2  I I 9. 1 (2.  6) やや密 良好 に ぶ い棺 7. 5YR7/4 に ぶ い 黄橙 1 0YR6 :J 土師器 甕 イ消月 2 1  1 7  

197 B4 ill I 26. 8 10 . 8 (3. l )  I .  2 密 良好 灰 10Y5 l 灰 白 1 0Y7 ' 1  透 か し 孔 須 恵 器 高朴 6世紀 2 1  1 7  

1 9 8  D 3  ill 1 8. Ii 1 1 .  9 (2. 4)  1 . 0 密 良好 灰 5Y6/l 灰 5Y6 1 須恵器 杯身 7世紀 2 1  17  

199 C4 m 1 18. 3 ( I .  4 )  密 良好 黄灰 2. 5Y6 1 灰 白 2. 5YM 須恵器 杯蓋 8冊紀前半 つ ま み付 2 1  1 7  

200 C4 Il I I I .  0 13 . 1 ( 1 .  4) I. 0 密 良好 灰白 7. 5Y7 I 灰 白 7.  5Y7 I 須忠器 杯身 8世紀後半 21 17 

201 C4 m I 19 .  9 1 1 .  9 ( 1 .  4 )  2.  0 密 良好 黄灰 2. 5Y6 1 黄灰 2. 5Y6 1 須恵器 杯身 8世紀後半 21 1 7  

202 D1 皿 1 15 .  6 1 1 .  5 ( 1 .  7) 0. I 密 良好 黄灰 2. 5YG I 灰黄 2. 5¥7 2 須恵器 杯身 8世紀,1(-9世紀初 21 17 

203 B3 I 1 o. o 7. 4 (2.  4 )  1 .  4 密 良H 灰黄 2. 5Y6 2 に ぶ い 黄 2. 5Y6 3 自 然釉 自 然釉 灰釉陶器 瓶 不 明 2 1  17  

204 C4 Ill E5 ill 2 21 .  3 16 I (4. 5) I. 2 密 良好 灰 オ リ ー プ 5Y6 2 灰 オ リ ー プ 5Y6 2 釉 釉 青磁 碗 12枇紀 [a] 安窯系 21 17  

205 D3 m I 28. 2 (5 .  O) 密 良好 に ぶ い 赤褐 5YR1 3 灰褐 5YR4 2 釉 釉 掬 器 釜 15世紀後半 古瀬戸 耳 の Fの受け 2 1  1 7  

206 B5 m 1 6. 3 5 . 1 (! 0) 2. 0 密 良好 賠灰黄 2. 5Y5 2 黄灰 2. 5Y5 I 陶器 重同llll 16世紀 瀬戸美濃 21 17  

H
罪
茫
漆
沖

59 

直 推定時期 遺構 ・ 層 位 器 種 石材 残存 9年 刃 部属性 形態形成加工 技剥 術片剥 離 素1-li
剥片

材
核

形
離

剥

態

のさ片場

）
れ

形
合る

態
溺
、

l 原石の種類 備 考 (
長
mm

さ
) 

能
(
原
mm

さ
) 戸9 挿図 図 版(mm) 

207 O J溝l層 凹基鏃 チ ャ ー ト 完形 SP SP 不 明 剥 片 不明 縄文時代の石鏃 と 思 わ れ る 。 22. 4 1 9. 1 3 0. 9 23 19  
208 C4 ffi 門基鏃 下 呂 石 左 脚 欠 SP SP 不 明 刺 片 不 明 縄文時代の石鏃 と 思 わ れ る 。 26. 3 1 4 . 8 3. 9 0. 9 23 1 9  
209 日 然流路31\'!i 凹基鏃 下 呂 石 I酋j脚 欠 SP SP 不 明 剥 片 不 明 縄文時代の石鏃 と 思 わ れ る 。 1 5 .  2 1 2. 6 3. 4 0. 6 23 1 9  
210 〇 然流路3屑 凹基鏃 下 呂 石 先 端 欠 SP SP 不 明 剥 片 不 明 縄文時代の石鏃 と 思 わ れ る 。 1 6 .  8 13 .  7 3. 1 0. 5 23 19 
2 1 1  C4 ill 凹基鏃 下 呂 石 完 形 SP SP 不 明 剥 片 不 明 17.  9 ］ ］  2. 2 0. 1 23 19 
212 A4 III 石鏃未成品 ド 呂 石 先端欠 SP SP HvD 剥 片 不 明 2 3 .  8 22. 2 4 2. 6 23 19 
2 1 :i 15溝J 層 石鏃未 成 品 下 呂 石 完形 SP SP D 剥 片 不明 26 .  9 19 7 6. 9 3. 1 23 19 
2 1 4  01溝1層 石鏃未成品 下 呂 石 完 形 SP SP D 縦長剥 片 不明 28.  2 19 .  l 1. 9 2. 2 23 19 
2 15  B3 1 石鏃未成品 ド 呂 石 先端欠 SP SP 不 明 剥 片 不明 19.  8 19 .  2 5 1. 9 23 19 
216 自 然流路3層 石鏃未成品 r 呂 石 先端。 基部欠 s· r S' P 不 明 剥 片 不 明 1 8 .  5 1 5  5 . 1 I. 2 23 19 
217  A4III 削器 チ ャ ー ト 完形 S' P な し HvD 両極石器 不明 20.  9 1 7. 5 6. 5 0. 9 23 19 
218  01溝1 層 削 器 F 呂 仁 完 形 索刃 + mf S' D HD 矩形i!ll 片 円 礫 39. 3 48. 5 1 1 . 1 18. 4 23 19 
219  01溝2層 削器 下 呂 石 完 形 S' D S' D D 剥 片 分割円礫 52. 8 4 1 .  4 16 . 1 34. 6 23 19 
220 OJ溝2層 使用 痕 剥 片 累 曜 h 完 形 素刃 + mf な し D 剥 片 不 明 右側辺 に 摩耗 し た 部分あ り 。 22. 2 13.  ! 4. 4 I. 3 23 19 
221 D5 皿 使用痕剥 片 下 呂 b 完 形 素ガ + rnf な し 不 明 剥 片 小 明 27. 6 37. 3 13. 8 7. 9 23 19 
222 0 1溝1層 次加工剥片 下呂石 完形 S' P S ' P HvD 剥 片� 小 明 1 8 .  3 14 7 3. 8 1. 2 23 ]\) 
223 052[� 上層 次加 i:剥片 F呂石 完形 S' P S' P 不 明 剥 片 イ, I判 19.  5 26 6. 8 3 23 19 
224 A4ffi ．次加 工 剥 片 下 呂 石 完形 な し S' D ィ、U/j 剥 片 不明 26 .  2 32. 5 8. 5 5. 9 23 19 
225 自 然流路3附 一次加工剥 片 下 呂 石 完 形 s· P S' P 不 明 刺 片 円礫 24.  4 26. 5 9. 6 4. 2 23 19 
226 15溝F層 向極石器 下 呂 石 完 形 な し HvD HvD 剥 片 不明 一次加 J:の垂直打撃 と 思 わ れ る 。 23. 1 23. 5 8. 3 4. 5 23 19 
227 自 然流路3培 向極伍器 下呂石 下半欠 な し HvD HvD 刺 片 円礫 次加上の垂値打撃であ る 。 26. 4 20 4. 5 2. 2 23 19 
228 1 5溝3層 剥 片 下 呂 石 完 形 な し な し HvD HvD剥 片 円礫 37. 1 23. 8 8. 5 5. 5 23 19 
229 01溝l 層 作業面再生剥片 下 呂 h 完形 な し な し !ID 矩形剥片 円棟 43. 6 52 12 24. 1 23 19 
230 01溝l層 石核 H'H」 完形 適用外 適用外 HD 矩形禎J 片 分割 円棟 剥 離 角 120゜

程度 50 44 20. 2 40. 5 24 19 
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231 01溝2層 石核 下 呂 石 完 形 適 用 外 適用外 HvD HvD剥片 分割 円 礫 剥離 角 100· 程度 35  57. 1 3 1 . 1 66. 8 24 19 

232 053区上層 石核 下 呂 石 完形 適用外 適用外 HD 矩形剥 片 円 礫 7 4 .  8 57. 6 22. 7 83. 8 24 19 

233 表採 石核 下 呂 石 完形 適用外 適用外 HvD llvD 円 礫 9 4 .  9 83. 6 41 9 374 . 6 24 19 

234 01溝l層 両極石核 卜 呂 石 完 形 適 用 外 適用外 HvD HvD剥 片 不 明 3 9 .  8 30 24. 6 22. 3 24  19 

235 01清］層 両極石核 下 呂 石 完形 な し HvD HvD HvD剥片 1く 明 34 37.  9 8. 8 I I .  3 24 19 

236 01溝2層 両極石核 下 呂 石 完 形 適 用 外 適用外 HvD 不 明 不 明 3 4  49 8 19. 1 29 25 19  

237 01溝2層 両極石核 下 呂 石 完 形 適用外 適用外 HvD HvD剥 片 円 礫 46. 8 34. 3 1 4  2 4  25  19 

238 01 堰2層 両極石核 下 呂 石 完 形 な し HvD HvD HvD剥 片 円 礫 4 3 .  2 35. 9 1 4  18.  7 25 19 

239 D3 皿 両極石核 下 呂 石 完 形 な し HvD HvD HvD剥 片 不 明 2 8 .  3 39. 6 8. 7 7. 9 25 19 

240 自 然流路3層 両極石核 下 呂 石 断 片 な し な し HvD HvD剥 片 円 礫 両極石核の 断 片 3 3 .  9 3 1  12 .  8 9. 3 25  19 

241 自 然流路3層 原石 黒曜石 F半欠 適用外 適用外 適用外 適 用 外 亜 角 礫 ズ リ 状の 原石。 表褒 と も 自 然風化 し て い る 。 24. 5 13 .  5 7. 3 1. 9 25 19 

242 01溝2層 涼石 下 呂 石 完 形 適 用 外 適用外 適用外 適用外 円 礫 45. 5 4 1 .  9 33 91 25 19 

243 自 然流路3層 原石 下 呂 石 完 形 適 用 外 適用外 適用外 適用外 円 礫 5 0 .  3 43. 4 40. 6 72. 5 25 19 

244 O l l 層 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 摩耗、 刃 こ ぽれ HD 不 明 剥 片 不 明 刃 部正面 の摩耗顕著、 裏面側 に 刃 こ 1 まれ顕著 104. 4 43 10 .  9 64. 5 26 20 

245 01溝2層 打襲石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 基部欠 摩耗、 刃 こ ぼれ HD 不 明 横 長 剥 片 不 明 8 3 .  6 49. 6 9. 9 60. 3 26 20 

246 15溝下層 打製石斧 泥岩 基部欠 摩耗、 }) こ ぽれ HD 不明 剥片 不 明 8 3 .  6 50. 1 12 .  6 67. 6 26 20 

247 051 区上層 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 基部断片 不明 !ID 不 明 横長剥片 不 明 8 2 .  2 5 1  1 3 .  3 60. 6 26 20 
248 053区上培 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 刃 部 欠 不 明 H D  不 明 横 長 剥 片 不 明 背面 に 自 然面 を 残す。 1 1 1 . 8  42 .  3 23. 2 1 1 6 .  5 26 20 
249 053区上層 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 摩耗、 刃 こ ぽれ HD 不 明 縦 長剥 片 不 明 刃 部正面摩耗顕著 JJ8. 6 50. 5 10 .  3 76. 6 26 20  

250 自 然流路 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 刃 こ ぽれ HD 不 明 横 長剥 片 不 明 表曲風化激 し い 。 102. 1 36. 6 13 .  5 65. 8 26 20 

251 自 然流路3層 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 刃 こ ぼれ HD 不 明 横 長 剥 片 不 明 1 3 3 .  2 47.  9 16 .  3 I l l .  3 26 20 

252 自 然流路 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 摩耗、 刃 こ 1 まれ HD 不 明 剥 片 不 明
刃 部表褒先端部摩耗、 刃 部左側辺吃耗顕著。 縦斧 99. l 35. 5 1 4  70. 2 26 20 
の可能性

253 自 然流路3層 打製石斧 泥岩 完形 摩耗、 刃 こ ぼれ HD 不 明 剥 片 不 明 刃 部正面 の摩耗額著、 裏面側 に 刃 こ ぽれ顕著 103. 4 4 1 . 4 13 .  9 75. 4 26 20 

254 自 然流路3層 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 刃 こ ぼれ HD 不 明 剥 片 不 明 表面風化激 し い 。 153. 7 45 .  7 1 9  1 29 .  5 26 20 
255 A4 皿 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 基 部 欠 刃 こ ぼれ HD 不 明 剥 片 不 明 92. 3 58. 6 1 6  8 3 .  9 26 20 

256 B3 III 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 刃 こ ぽれ HD 不 明 剥 片 不 明 1 1 5 . 1 43.  2 I I .  6 54 26 20 

257 B3 ill 打製石斧 泥岩 刃 部 欠 不 明 HD 不明 剥 片 不 明 9 5 .  7 49. 7 16 .  9 90. 2 26 20 

258 B3 皿 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 基部欠 刃 こ ぼれ HD 不 明 剥 片 河原礫 背面 に fl 然血 を 残す。 1 10. 1 5 1 .  9 17 .  2 149. I 26 20 
259 C3 ID 打製石斧 泥岩 断片 不 明 HD 不明 剥 片 不 明 バチ形 96. 8 67.  3 21  1 15. 9 26 20 

260 D3 ill 打製石 斧 泥岩 完形 刃 こ ぼれ HD 不 明 横 長 剥 片 楕 円 礫 背面 に 自 然 面 を 残す。 96. 1 69. 1 19 .  9 85 6 26 20 

261 D5 ill 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 麿耗、 1] こ ぽれ HD 不 明 剥 片 不 明 刃部正面に 摩耗。 106 40 9 1 1 . 1 55. 9 26 20 

262 F5 Il 打製石斧 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 摩耗、 J} こ ぼれ CHD 不 明 横 長 剥 片 不 明 90. 4 36. 1 17 .  8 74. Z 27 2 1  

263 05溝2層 打製石斧未製品 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 な し HD 不 明 横長剥 片 不 明 1 58. 8 64. 4 28. 9 317 . 1 27 2 1  

264 15溝上層 次加工剥片 凝灰岩 完形 な し HP 不 明 剥 片 不 明 4 4 .  2 52.  3 7 3 18.  6 27 2 1  

265 D3 ill 刺 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 な し な し HD 縦長剥片 不明 105 3 40.  6 1 1  1 1 1 . 8 27 2 1  

266 A4 敲石 凝灰岩 ？ 関 係 適用外 適用外 適用外 適用外 端 部 に わ ず か に 敲打痕 1 00. 8 52 45.  6 313 27 2 1  

端 部 に 刃 潰 れ顕著、 側 辺 に 一部浅い扶 り 部か竹出
さ れ て お り 、 着 柄 の た め と 推定 さ れ る 。 主曲部に

267 C3 皿 敲石 ホ ル ン フ ェ ル ス 完形 刃潰れ、 刃 こ 1まれ HD な し 適 用 外 棒状礫 蔽打痕があ る 。 こ れ も 着柄 の た め の 工夫 と 推定 さ 208. 1 70. 2 49. 5 990. 1 27 21 

れ る 。 こ の 石 器 は 、 石 斧 の よ う に 装 着 さ れて使用
さ れ た と 推定。

268 晩期後半～弥生 D5 lll 門基鏃 下 呂 石 完 形 広SP 広SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半 弥生所産 と 思わ れ る 。 27. 6 18  4.  5 1. 7 28 2 1  

269 晩期後半～弥生 土坑7上層 石鏃未成品 下 呂 石 完 形 広SP 広SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半～弥牛所産 と 思わ れ る 。 25. 7 16 .  6 5. 3 !. 9 28 2 1  

270 晩期後半～弥生 01溝2層 有茎鏃 チ ャ ト 完形 SP SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半 弥生所産 と 思 わ れ る 。 24. 2 13 .  4 4. 7 o. 6 28 2 1  
271 晩期後半～弥生 15溝下層 有茎鏃 チ ャ ー ト 完形 SP SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半～弥生所産 と 思わ れ る 。 20 1 1 .  2 4 . 3 0 . 8  28 2 1  
272 晩期後半～弥生 01溝2悩 有芋鏃 下 呂 石 完 形 SP SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半～弥生所産 と 思 わ れ る 。 27. 3 1 3. 9 6. 8 2. 4 28 2 1  
273 晩期後半～弥生 自 然 流路3層 h茎鏃 F 呂 石 先端。 甚部欠 SP SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半 弥生所産 と 思わ れ る 。 2 1 .  4 12 .  8 5. 1 I. 4 28 2 1  

274 晩期後半～弥生 臼 然流路3層 有茎鏃 下 呂 石 完 形 SP SP 小 明 剥 片 不 明 晩期後半～ 弥生所廂 と 思 わ れ る 。 29 16. 6 7. 5 2. 7 28 2 1  

275 晩期 後半～弥生 A4 ill 有茎鏃 下 呂 石 I· ・半欠 SP SP 不 明 剥 片 不 明 晩期後半 弥生所産 と 思 わ れ る 。 23 15. 6 5. 6 1 . 4 28 2 1  

276 晩期後半～弥生 A4皿 尖頭器状石器 下 呂 石 完 形 広SP 広SP D 剥 片 円 礫 晩期後半～弥生所産 と 思 わ れ る 。 35. 9 22 9. 9 5. 7 28 2 1  
277 晩期後半～弥牛 01溝1層 尖頭器状石器 下 呂 石 先 端 欠 広S' P + S' l 広S' P + S' J 不 明 剥 片 不 明 晩期後半 弥生所産 と 思 わ れ る 。 32. 3 23. 3 ， 6. I 28 2 1  
278 晩期後半～弥生 01溝2層 尖頭器状石器未成品 下呂石 完形 広 SP + SI 広SP + Sl D 横 長剥 片 円 礫 晩期後半～弥牛所産 と 思 わ れ る 。 40. 2 23. 1 5. 3 4 . 8 28 2 1  

279 弥生 01溝l層 磨製石庖 r 粘板岩 左 側 欠 研 磨 研 磨 不 明 不 明 不 明 刃 部 に摩耗痕 あ り 。 54. 1 78. 8 10. 7 57 28 22  

280 弥生 01溝2屑 大型直縁刃石器 粘板岩 右 側 欠 H D  H D  不 明 HvD 不 明 78. 4 86. 3 18. 2 135.  2 28 22 
281 弥生 ？ C5 ill 打製石鎌状石器 泥岩 完形 摩耗、 刃 こ ぽれ HD 不 明 剃 片 円 礫 右 側 辺 に 扶 り を 作 出 48. 5 1 1 5. 2 ] 2. 7 83. 5 28 22 
282 近世 15溝 茶 臼 （ド臼） 凝灰岩 断片 摩滅 適用外 適用外 適用外 小明 磨面 は か な り 摩滅 し て い る 。 72. 1 73. 6 73. 7 167 .  6 28 22  
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須恵器 I · II 区 で 出 士 し た も の と
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